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本市において、直営事業として実施 してまいりました史跡

・嶋上郡衡跡附寺跡の調査は、早、五年目を迎え、嶋上郡衛

に関する数多くの成果を得ました。特に、式内社・阿久刀神

社周辺の調査では、弥生時代 から中世に至る長期間にわたっ

て集落が営まれ、また、山陽道の南の調査では、弥生時代後

期から古墳時代後期にかけての墓地群が検出されるなど各時

代の集落構成が徐々に明らかとなってまいりました。これは

少なからず『嶋上郡衡コの成立 。崩壊過程を考える上で貴重

な資料を提供 してきたといえます。

このように、長年の調査にようて蓄積された成果を正確に

把握 し、鳴上郡衡の様相 を明確にするためには、周辺遺跡群

との関連が新たな問題点としておこってきました。こうした

立場に立って、嶋上郡衛跡 と密接に関連する数多く、の遺跡の

調査 をも合せるこない、郡衛中枢域の様相 を解明する手掛 り

が今までになく多くの成果をあげることができました。

ここに、今年度実施 した発掘調査の結果をまとめ、多くの

方々のご教示をあおぐとともに、調査にご協力いただいた関

係各位に心から感謝する次第であります。

高槻市教育委員会

社会教育課長 森   健  一

し1ま



口

1.本書は、高槻市教育委員会が、国庫補助事業 (総額 8,000,000

円 )と して計画 し、調査を実施 した高槻市所在、史跡・嶋上郡衛

跡附寺跡周辺部及び郡行関連遺跡の発掘調査事業の概要報告書で

ある。

2.調査は、高槻市教育委員会・市立埋蔵文化財調査センター所長

冨成哲也指導のもと、技術支員大船孝弘、橋本久和、森田克行が

担当 し、大阪府教育委員会の助力を得て、昭和55年 5月 12日 着手

し、昭和 56年 3月 31日 、事業を終了 した。

3.本書の作成にあたっては、写真撮影を鐘ケ江一朗氏に、遺物整

理 を恵谷英俊、武村雅一、堤誠三、山本敏幸の各氏に援助を得た。

記 して感謝の意を表 します。

4.調 査の実施にあた り、薮内勇、岩本勇、中川巌、宮林美佐子、

小松義康、富田和憲、宮林幸太郎、楠本好之、石川国義、古譲勘

治、米山智恵野、山本春男、当麻円照、西田元孝、氏原保雄、並

川吉裕、鶴川順康、湯浅不動産佛、下浦治作、古井秀吉、 CtD無

文会、い三和土地、い堀家工務店、彿大江住宅などの土地所有者

の援助を うけた。衰た、本市文化財保護審議会委員原日正三氏に

は、調査全般について、御指導いただいた。ここに記 して感謝の

意 を表 し衰す。

夕」
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嶋上郡行跡他関連遺跡調査一覧

施 地 区 調 査 地 面 積 申 請  者
1 14-J・ N地 区 郡家本町 325-1 922″ ① 無 支 会

2 38-I地 区 清福寺町 915-6 中 巌

3 73-N地 区 郡家新町 142-1 229 岩 本    勇
4 75-O地 区 郡家新町 159 125 楠 本 好 之

5 22-A地 区 郡家本町 524-6 222 山 本 春 男

6 N5-M地 区 郡家本町 889 419 並 川 吉  裕
7 73-」・N地 区 郡家新町 148-5 702 下 浦 治 作

8 6-L地 区 清福寺町 389-2 446 吉 井 秀 吉

9 6-IoJ・M・N地区 清福寺町 386-2 870 彿 三 和 土 地

7-C・ G地 区 清福寺町 739-1,790-2 205 輪 堀 家 工務 店

6-MoN地 区 清福寺町 886-1 764 堀 家 商 事 腑

6-J・ K・N・OIC 清福寺町 887 隙 堀 家 工 務 店

氷 室 塚 古 墳 氷室町 2丁 目571-8 120 小 松 義 康

″ 氷室町 2丁 目 91-1・ 2・ 3 243 富 田 和 憲 他

宮 田 遺 跡 宮田町 3丁 目87-1 石 川 国 義

宮田町 3丁 目 1-8 米  山 智恵野

富 田 遺 跡 富田町 4丁 目2527 藪 内   勇
″ 富田町 6丁 目2767 409 西 田 元 孝

大 蔵 司 遺 跡 大蔵司 2丁 目202 841 古 藤 勘 治

〃 宮ノサ|1原 4丁目564-6 876 氏 原 保 雄

塚 脇 古 墳 群 塚脇 l丁 目2309 1,383 当 麻  円 照

天 神 山 遺 跡 天ネ申町 1丁 目10-86 793 輛
エン攻―プラメズ

古曾 部 南遺跡 吉曾部 2丁 目170他 7筆 4,496 砺浅 不 動 産 輔

安 満 遺 跡 高垣町 15他 5筆 3,267 鶴 大 江 住 宅





鳥上郡衛跡発掘調査概要

I.嶋 上 郡 衡 跡

1. 14-JoN地 区の調査

高槻市郡家本町 325-1番地にあたり、小字名はフクヅカと称する。史跡・鳴上郡衛跡の西北約
120"に位置し、府道瓢家一茨木線の北側に面している。現状は水田である力ヽ 保育所建設の目的

で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調

査を実施した。

調査予定面積は約 900π あり、排上の関係から、東酉に 2分 して、調査を4・・こなった。

① 遺 構 (図版第 4～ 7・ 83・ 84)               '

調査は、なず調査区域の東半分を重機て包含層まで掘りさげ、遺構面を追求した。その結果、黄

褐色土層上の地山面く弥生時代後期、古墳時代後期、歴史時代 (7世紀中頃 )の遺構をそれぞれ検

出した。西半分の調査では、地山面が灰褐色礫層に変り、遺構も少なく、古墳時代の土蹟や中世の

ピットが若千認められただけである。主な層序は、耕土 (0.2物 )、 床土 (0。 05～ 0。 1筋 )、 茶灰

色土層〔歴史時代包含層 〕(0。 3物 )、 茶褐色土層〔弥生～古墳時代色含層〕(0。 1～ 0.2物 )、

黄褐色土層ないし灰褐色礫層 (地山 )と なる。弥生時代遺構面∝ 標高約19物である。

(1)弥生時代の遺構 (図版第 4・ 84)

この時期の遺構としては、井戸 2基と溝がある。井戸 1は調査区の中央部で検出された。円形素

掘りで、上部径 1.5筋、底径 0.75物、深さi。 3筋 を測る。埋土は4層 に分れ、最下層である、 I層
は黄褐色粘質上で、遺物はあなり含まれず、コ層である暗灰色粘質土からこの井戸の遺物の大部分

が出土して必る。Ш層の茶褐色土は厚さ5勤位の間層て、Ⅳ層は黒橿色土である。時期は、出土土

器から畿内第 T様式期である。井戸 2は、調査区東辺で検出され、井戸 1と 同じく、円形素掘りで

ある。井戸は、その大部分が古墳時代の上羨と重複しているため、遺存状況は良くない。規模は、

上部径 1.5物、底径 1.0物、現存深 0:5%を測る。埋土は2層に分れ、下層は緑灰色粘質土、 と層
は茶褐色土である。遺物は、畿内第 7様式期の上器のみである。濤は、調査区の南東部を器めに直

進している。方向性はN-4ば 一]である。溝 1は埋土観察から、 2時期に分けて、掘さくされてい

る。最初は、断面U形の溝て、幅は上辺で 0。 6%、 底部で、 0。 45物、深さ0。 55物を測る。埋土は、

暗灰色粘質土と黄灰色粘質土≧黄褐色粘質上の湿土層く 明らかに人為的に埋められたものと考え

られるものである。その後、この流路を踏襲しながら、若千左右にぶれるものの、新たな濤が掘さ

くされている。この滞は、断面U字形で、幅は上辺で 0。 7物、底部で 0。 2物、深さ 0。 4陶 を測る。

埋土は淡緑灰色粘質土層である。この濤の出土遺物 (土器 )は、ほとんどこの埋土から検出されて

4・・り、畿内第 7様式期最終末に比定されるものである。後者の溝の掘さくについては、地山が固い

礫層であることによる前者の溝の再利用とも考えられるが、前者の濤がなぜ人為的に埋められたか

ということについては、明らかでない。



(2)古墳時代の遺構 (図版第 5・ 84)

この時期の遺構としては、土墳20基がある。土療 1は長さ1.8筋、幅 1。 4牲 深さ 0。 4陶を測り、

卵形を呈する。埋土は、 2層 あり、下層が暗茶灰色土層、上層が暗褐色土層である。遺物は主に上

層から出上している。土竣 2は、径 3.2初、深さ 0。 5"を測り、ほぼ円形を呈する。埋土は 4層 に

分れる。上墳底部には、深さ珈∽の濤状遺構や深さ5～ m切内外のピット状の凹みがみられ、凹凸

状になっている。遺物としては、弥生時代後期～古墳時代の土器類をはじめ、埴輪片や土錘などを

検出している。鉄 3は、土漿2を切った状態で検出された。 1辺 2.7物四方の隅丸方形を呈し、

深さ 0。 65物 を測る。埋土は 6層に分れ、そのうち2層 目の黒視色土層は、土墳 2の最上層と同一層

になつてL・・り、土墳3が埋没する時点では、土墳 2がなだ完全に埋なってからず時期差は短必と考

えられる。遺物は須恵器、土師器をはじめ、若千の弥生式土器と土錘・鉄鏃がある。土療 4は、長

さ約 2。 3筋、幅 1.3%、 深奎 0。 3物 を測り、長円形を呈している。底部に、径 0。3%の ピット状の

凹みが数ケ所みられる。上媛つ南東部は、建物 2の柱穴によって切られている。埋土は暗灰色粘質

上の単一層で、中から弥生式土器の細片が若千出土している。ELE 5は、土矯 4と 切り合っている

が、前後関係は明らかでない。長さ3.6物、幅 2。 3仏 深さ0。 15物 を測り、大きい割に浅い。埋土

は 3層 に分れ、中から弥生式土器片と須恵器が出上している。土嫡 6は、長さ約 2物、幅約 1陶、

深さ0。 35物を測り長円形を呈している。埋土は 2層あり、上層の黒灰色粘質土層から、弥生式土器

の甕片が 1片 出土している。土療 7は、土療 6に接して掘られているが、前後関係は不明。長さ約

1.5後 幅 0。 8物、深さ0。 35物を測る。埋土は 3層 に分れるが、遺物は検出されなかった。土嬌 8

は、長さ約 1.2物、幅 1,0筋、深さ 0。 2陶を測る。土矯の南端は後世のピットで切られている。な

た土羨の南隅から径 0。 2陶の扁平な石が、底から若千浮いているものの、ほほ水平の状態で出上し

た。用途は不明である。埋土は黒褐色上で、土師器片が出土している。土蹟 9は、土師器片が若千

出土している。長さ 1。 8筋、深さ 0。 5陶を測る。土蹟の西端は、一段浅くなっている。埋土は黒偶

色土て、出土遺物はない。土墳 10は、長さ 1。 4物、幅 0.8陶、深さ0.3筋 を測る。底部は階段上に

なっている。理土は、暗視色粘上で、出土遺物はない。土療 Hは長さ約 1.2物、幅 0。 7仏深さ0,7

陶を測る。土蹟の両端はそれ台とピットと重複している。埋土は暗灰褐色上で遺物はない。土媛 12

は、長さ1.6物、幅 i物、深さ 0。 2陶を浪1る不定形土墳である。埋土は黒褐色土て、出土遺物はな

い。土墳 13は、 長さ 1。 1筋、幅 0。 8物、深さ0,15物を測り、中央底部が若干凹んでいる。埋土は

2層みとめられるものの、出土遺物はない。土壌 14は、調査区南辺面寄りで検出したもので、土蹟の

一部は調査区状外である。長さ2.8物、幅約 1.5物、深さ 0。 3物を測り、土墳の東半分はピット状

になっている。鯉キは黒褐色土と明茶褐色土で、出土遺物はない。土矯 15は、長さ 1。 8仏 幅 1物、

深さ0.1%を測り、片すはなりの長方形を呈する。埋土は黒褐色上で、中から土師器片、須恵器片、

埴輪片が出上している。土蹟 16は、調査区東辺中央部で検出したもので、一部は調査区域外にある。

幅 0.7物、深さ0.5物を測る。埋土は明灰色粘質上で、出土遺物はない。土渡 17は、長さ2.9筋、

幅 2.2陶、深さ 0。 5物を測り、底部南側が少し深 くなっている。遺物としては、須恵器片、土師器

片、弥生式上器片が若千みられた。埋土の状態はやや特異で、南半分が黒灰色粘質上の単一層て、

北半分が茶褐色ないし暗灰色系の土層の堆績層になっている。なかかつ、南側と北側の埋十の境は、



明瞭な切り合い関係がみられない。 (図版第 5。 84)。 このような理十の状況を示すものに、土墳

13と土駿19がある。土療19は、井戸 2の北側を'切 9込んだかたちで検出された。長さ約 2物、幅約

1.4籾、深さ0.5物を測る。埋土は土療 17の状況と逆て、南北が入れかわり、北側が黒灰色上の単

一層、南側が幾層かの地積層になっている。出土遺物はない。土蹟 19は、長さ 2。 3物、幅 1.7陶、

深さ0,7物 を測る。埋土は北側が黄灰褐色粘質土層、南側が黒灰色粘質土層て、その中心にある境

界は、嬢底に対して14ぼ鉛直線になっている。出土遺物はない。これら3基の土鍍はいずれも比較

的しっかりした掘り方を有し、深く掘られているtと など共通要素が多い。遺構の性格については

判然としないが、これまでの嶋上郡衛跡の調査で、しばしば検出されて硲る三ケ月形の土矯 と関連

するものかもしれない。今後の類例の増加をなって検討したい。土墳 20は、土矮 19の北側て検出し

たもので、大半は土墳 19に よって切られている。長さ2.6陶、深さ 0。 5筋を測り、幅は不明である。

理キは 2層みとめられたが、出土遺物はない。

以上の土嬢の時期については、土鑽 2● 3からまとなって出土した、 6世紀後半と考えられる須恵

器・土師器や各土蹟の埋上の状況から、かかむねこの時期を考えている。ただし、土獲 2。 3は規

模・出土遺物 (鉄鏃・土錘など)か らみて、他の土蹟 とは性格の異なるものと考えられる。また、

前記 3例 (土塘 17・ 18・ 19)については、今後の課題である。

(31 歴史時代の遺構 (図版第 6)

遺構≧しては、建物 2棟 と倉 1棟がある。建物 1は、調査区中央やや北寄りで検出したもので、

2間 (柱間 1.3物 )× 3間 (柱間 1,4筋 )の 西向きの掘立柱建物である。柱穴はその一部を久 くも

のの径 0.5物、深さ 0。 4物前後で、不整円形のしっかりしたピットで、埋土はなかむね黒灰色粘質

土である。建物の長軸方向はN-1♂ 一Vで、西側に庇をもつ構造のものと思われる。建物 2は、調

査区北辺東寄りて検出したもので、建物の北側については、調査区域外にある。規模は 2間 (柱間

2.2物 )X3間以上 (柱間 二.9物、一部 2.7筋 )で、長軸方向はN-19.ゞ ―wでぁる。西側嘘

穴は、 と辺 0.7%、 深さ0.3%前後の方形ピットであるが、南allや東側の一部にないては不整形な

ものが多必。また、南側の柱列については、南北方向の柱間の長さからみて、この建物の一培Бとし

て考えるのにやや躊躇する。柱穴の埋土は暗茶褐色土で、建物 1のそれとはやや異なる。倉は、調

査区中央南寄で検出したもので、規模は 2間 (柱間 1.6%)× 2間 (柱間 1.6物 )で ある。柱穴は

1辺 0.5陶、深杢 0。 4物前後の方形に近いピットで、埋土は黒灰色粘質上で、建物 1の柱穴と同様

である。主軸方向はN-2P―Wである。これら3棟の建物の時期についてはヽ 各ピットから出土し

た土器片の中に7世紀代の上師器杯を最新の遺物として包含するところから、 この時期のものと
みて必る。このことは、これまでの郡行跡で調査した掘立柱建物の主軸の方向性と年代観うゝらみて

も大きな矛盾はない。な4・・、建物 1の西側に径 0。 2筋内外の小さなピット群を検出している。これ

らのピット内からは若千の瓦器片が出上してかり、調査区全域で検出されている小さなピットにつ

いても、中世まで降るものがあると思われる。

な4・・時期不詳の遺構としては、調査区東辺中央部で検出した溝や落ち込みがある。これらの遺構

は、包含層である茶褐色土層上面から掘り込まれて4・・り、新しいものであろう。

③遺 物 (図版第 16～23)
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は, 弥生時代の遺物 (図版第 16・ 19～21)    、

この時期の遺物としては、井戸 1・ ζ、濤 1、、包含層から出土している。井戸 1か らは、壷・甕 。

鉢・高杯が検出されているが全形を知るものはない。壷 1は、球形の体部に外反する口lla部を有す

る広口壷である。体部は粗雑なヘラミガキを施し、口頸部はヨコナデ仕上げをしている。色調は淡

茶褐色。壺 2も 広口壷で、日縁端に 1条の沈線を施している。色調は灰褐色。壼 3は、立ち上った

頸部と屈曲し大きく外反する口縁部を有するもので、口縁端部は上下にわずかに拡張され、面をも

つ。遺存状態はよくない。色調は淡灰褐色。その他、口縁端に凹線や円形付文、刻目丈などを施し

た壷類や長頸壷などがある。鉢では直口縁のものがある。高杯は、外反する口縁部を有するものが

出土している。甕片は少なからず出上してかり、底部外面に木棄痕を残すものなどがみられる。な

4・・、器合片も1点みとめられた。井戸 2か らは、鉢、有孔鉢をはじめとして、壷・甕・高杯がある。

鉢 4は、突出した底部と、上方へ彎曲ぎみに大きく開く体部に外反する口縁部を有する。口縁端部

は上方へわずかにつまみあげ、面をもつ。内外面ともナデ調整を施している。有孔鉢 5は、直口で

端部はヨコナデ調整。外面にググキロを残し、内面は、ナデ調整している。底部外面は凹み、穿子し

は内側から4・・こなっている。色調は必ずれも淡茶褐色である。受口状口縁を有する甕は、肩部に刷

毛原体による直線丈を、口縁部と直線文下に同じく列点文を施している。内外面ともナデ調整され、

タタキロは残っていない。色調は淡橿色。濤 1か らは、壺・甕をはじめ、高杯・手培形土器・小型

器合、有孔鉢などが出土している。壷は波状交や円形付文で加飾されたものが多く、二重回縁のも

のも少なくない。有孔鉢のなかには、底径 5。 9翻を測るものがあり、 この種のもの乙しては大きい。
このほかにも、同一イ固然と思われる丹塗りの壷片が 3点出上している。以ム 井戸 1・ 2、 濤 lんゝ

ら検出された土器類については、かなむね、後期後半のものでぁり、藩 1出上のものについては、

後期末と考えられる。つぎに、包含層出上の上器についてみると、中期の童と考えられるもの 2点

(内 1点は河内産 )を除いて、あとはすべて後期のものである。そのなかで、大型壷の底部外面に

ある概痕が日につく。概痕は 3ケ所あり、それぞれ8× 3。 5割咀 6。 5× 3御K 7X35 mlvで ある

(図版第21a)。

(2)古墳時代の遺物 (図版第 16～ 19・ 21～ 23)

この時期の遺物としては、いくつかの上療から検出された土器類が主である。以氏 順を追って

略記する。土墳 1か らは、土師器の羽釜・甕や須恵器の小形増などが検出されているが、いずれも

破片で、土墳の性格を示すものはない。上墳 2は遺構の項で記したように、土墳 3と 切り合い関係

があり、なかかつそれらの時期差の少ないことが判明している。土墳 2か らは、須恵器 (杯身 。杯

蓋・高杯 。台付長頸壷の蓋 )。 上錘・埴輪などが出上してぃる。須恵器の杯身は底部の争近 くな
で、

ヘラ削り痕があり、受部の立ち上りも高くはないものの、 しっかりしてかり、年代観としては、 6
世紀後半 (前葉 )と考えられる。埴輪は盾形埴輪の鰭の破片で、表面にヘラ描きで文様を刻んでい

る。意匠は不明。また丹塗りの痕跡も顕著である。埴輪の色調は淡褐色。土錘Hは長さ4。 05∽(幅
1。 9翻、重さ15′ を測り、中央に縦孔が買通している。色調は掘色。土墳 3か らは、須恵器 (杯身・

杯蓋・高杯 。合付長頸壺 。壷 。甕。鯉 )、 土師器 (鉢・高杯 。鍋 )な どが出上している①須恵器の

杯身は、その受部の立ち上りの内傾度が強 くなり、底部に平坦面をもつものが含まれるなど、新し



い要素がみられる。 6世紀後半 (中棄 )頃であろう。上師器の鉢は精良な胎土の鉢 6と 砂粒の目立

つ鉢 7・ 8が ある。そして、鍋・高杯などの胎土は、後者の鉢のそれに近い。つぎに上療 2と 土残

3の埋上の上層にあたる黒褐色土層から検出された遺物をみてみる。土器類では須恵器 (杯身・杯

蓋 。台付長顕壷の蓋 。処 )があり、その他埴輪 (円筒 )・ 土錘 。鉄鏃などがある。須恵器の杯身は

土矮3の ものと比べて大きな変化はないが、底部の平坦なものが多く出上している。時期的には 6

世紀後半 (中葉 )で あろう。土錘は完形品が 8点、破損品が 2点ある。そのうち3は土嬢付近の包

含層から出土してかり、なた土錘の何点かについては、土墳 3か ら出土した可能性がある。土錘の

完形品についてみると、長さ 7。 1翻～8,4`仏 幅 1。 8tt-2。 4`4重 さ27′ ～57′ を測る。形態的

には、土漿2で検出したものとは異なり、円柱状の土塊の両端近くに直交するように穿孔し、そし

て、片方の端部に 1条の濤を掘りくぼめている。なな 9凪 Hと 同形態である。鉄鏃は、長さ7弘

身幅 2.6と4中 子幅 1.2と私 重さ19′を測る。片方のかえりは久失している。土墳 5か らは、須恵器

の無蓋高杯の杯部が 1点出土してかり、外面にヘラ記号がみられた。土壌 8。 15。 17の埋土から若

千の須恵器片や土師器片が出土しているが、きめてにはならない。その他の遺物としては、包含層

から、須恵器 (壷 。甕■ 器合・杯 )を はじめとして、土師器 (片 口鉢
。鉢。甕 )や埴輪片 (円筒 )

などが出上している。埴輪は淡黄土色を呈し、グガの断面は低 く、中央は凹面状にくぼんでいる。

□ 歴史時代の遺物 (図版第19)

この時期の遺物は、建物の柱穴やその他のピット及び包含層から若千出土している。杯 2は倉 1

の柱穴から、杯 3と 蓋 4は ピットから、杯 5は包含層から、それぞれ検出され、いずれも7世紀前

半～中頃にかけてのものである。なか、この他 10数力所のピットからも土師器の杯片が出土してい

る。瓦器椀6は、建物 との西根Iの小さなピットから検出されたもので、 12世紀末に比定される。色

調は灰偶色を呈し、瓦器製作時になける炭素吸着工程が省略されたものと考えられる。以上、遺物

について概観したが、包含層出上の土器をまとめると、弥牛十器 (後期 )が最も多く、つづいて、

古墳時代の上師器・須恵器があり、奈良時代以降の上器はわずかである。ただし、各ピットの上器

については、 6世紀から7世紀にかけての土師器が目立っている。 (森田 )

2.38-I地 区の調査 (図販第 7・ 徴3)

高槻市清福寺町 915番地 6に あたり、小字名は川西北浦と称する。史跡・嶋上郡衡跡の東に位置

する。現状は宅地である。このたび、個人住宅を改築する目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出

されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、事前に発掘調査を実施した。

調査は、当該地の中央部に4陶 X5。 5%の トレンチを設けてなこなった。層序は蘇十(025%)、

灰色砂礫層(0。 05陶 )、 耕土(0。 15%)、 床土(0。 1物 X黄灰色砂礫土層(0。 1筋 )、 暗茶褐色

土層〔遺物包含層〕(0。 25")と なる。地山は黄褐色礫土層で地山面の標高は14。 8%である。

検出した遺構は、土壊 3基 と名千 のピットである。土墳 1は長さ約 1。 7%、 幅 1。 4%、 深さ 0。 2

物を測る。南部は落ち込み状の遺構とつらなり、判然としない。埋土は、暗灰色礫土層で、遺物は

弥生式上器の細片が出上している。土墳 2は長さ 1.0物、幅 0。 85物、深さ0.15%を測り、隅丸長方

形を呈する。上墳の西寄りに径 0。 2%の ピッ トを検出しているが、土渡 に伴 うものかは判然 としな



い。埋土は茶橿色土てある。土竣3は調査区の西北隅て検出したもので、幅 1.3物、深さ0.3物を

測り、長さは不明。墳底の形状から察するに濤状遺構になる可能性もある。埋土は茶褐色土と暗灰

色礫上の 2層みとめられた。ピット類も若千検出しているが、なとなって建物遺構などを構成する

ものもない。遺構の時期については、伴出遺物がほとんどないため明確にはしがたいが、本調査区

周辺のこれなでの調査によって、弥生時代中期の方形周濤墓や後期の住居址を検出していることか

ら、 このころの時期の遺構と考えられよう。

遺物については、包含層から若千の中・後期の上器片及び石庖丁片が出上している。 (森田 )

3.73-N地 区の調査

高槻市郡家新町 142-1に あたり、小字名は藤ケ本と称する。現状は宅地である。史跡。嶋上郡

衝跡の南西部に位置し、府立三島高校の東方約20物のところである。このたび、個人住宅に新築す

る目的で、土木工事等に伴う発掘屈が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、

発掘調査を実施した。

調査は中央部に4物角の卜■/ンテを設け、残土・感十の関係から重機を使用してA・・こなった。層

序は盛土 (0。3筋 )、 耕土 (0,15筋 )、 床土 (0。 1%)、 青灰褐色土層 (0,15解 )〔 整地層 〕、黄

褐色粘土層 〔地山〕である。

検出した遺構は、径20～ 25銅、深さ5～ 10翻の小さな柱穴が 3個ある。柱穴の埋土は淡茶襦色土

層であり、遺物は認められなかった。また整地層からは土師器細片 2点が出土しているが、器種 4・・

よび時期については不明である。 (大船 )

4.75-O地 区 の調査

高槻市郡家新町 159番地にあたり、小字名は東藤ケ本と称する。史跡。嶋上郡衛跡の南側に位置

し、西国衡道と辻子下ノロ線の交差点から南方約 170物 のところである。すぐ東側は昭和54年 7月

に調査が4・・こなわれ、多数の吉墳跡が検出されている。現状は宅地である。このたび個人住宅を改

築する目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のう

え、発掘調査を実施した。

調査はなず調査区中央部に4糊角の トツンテを設け、盛土に砕石が使用されて必ることもあつて、

まず重機で耕土まで掘り下げ、その後人力で遺構を検出した。層序は盛止 (1。 4物 )、 耕土 (0.15

物 )、 青灰色粘土層 (0.15物 )〔 床土 〕、黄褐色土層 〔地山〕である。

検出した遺構は、調査区が狭いこともあつて東西中央部に幅 2物、深蓬 0。 2物の濤のみである。

濤中の鯉土は暗茶褐色土を呈し、遺物はなったく出土しなかった。

しかし、これら検出した濤は、東側の発掘調査成果などと考え合せて見ると、墳丘が削平された

方墳の濠と考えられる。 (大船 )

5.22-A地 区の調査

高槻市郡奴本町 524番地 6に あたり、小字名は雲りと称する。史跡・鳴上郡衛跡の西北約 400物



に位置している。現状は宅地であるが、このたび個人住宅改築の目的て、土木工事等に伴う発掘届

が提出されたため、文化庁 。府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は中央やや西寄りに 2物 X3物のトレンチを設けてなこなった。感十が厚いため小形ユンボ

を使用した。層序は盛土 (1.3%)、 耕土 (0.15脇 )、 床土 (0。 1陶 )、 灰褐色粘土層 〔地山〕

(0。 3筋 )、 褐色礫層〔地山 3と なり、遺物包含層や遺構は検出されなかった。遺物としては、床

土から水田造成時の混入と考えられる須恵器片が出上している。以前、本調査区の北側で旧石器資

料が得られているため、灰褐色粘土層を掘り下げ追求したが、検出てきなかった。 (森田 )

6.N5-M地 区の調査

高槻市郡家本町 389番地にあたり、小字名は東上野と称する。史跡 。嶋上郡衛跡の北側に位置し、

阿久刀神社の西方約 150物のところである。北側は芥川の上堤に接している。現状は宅地であるが、

このたび宅地造成の目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁 。府教委等関係者

とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は庭木・建物基礎等の関係から、調査地の南側に東西 7筋、南北 1.5陶の 卜■/ンチを設けて

かこなった。層序は盛止 (0。 3筋 )、 耕土 (0.2物 )、 床土 (0.1物 )、 茶褐色土層 (0。 4物 )

〔遺物包含層〕となり、地山は暗黄褐色土層になる。地山面の標高は23.6物を測り、ほぼ水平であ

る。

検出した遺構は、調査範囲が限られたため、 3個の柱穴と 1ケ所の落ち込みを認める。柱穴の規

模は、いずれも径約 0。 2～ 0。 4物、深さ約 0。 2物 を測る小さなものである。落ち込みは細長 く不定

形なものく 大部分が北側の調査地区外にあるため、全体については不明である。深さは約 0.2物

を測る。遺構内の理十は包含層と同じ茶視色土層である。

出土した遺物は、土器片と石器片が少量ある。柱穴・落ち込みなどの遺薄から出土したものは、

縄文式上器・弥生式土器片が若千とサヌカイトHll片 がH点ある。包含層から出土したものは、縄文

式上器 。弥生式土器・土師器・須恵器片が若千ある。縄文式上器はいずれも細片で風化が著しいが、

腹部に貝殻条痕を残すものがある。胎土には砂粒を多量に含み、色調は赤協色～暗褐色を呈する。

弥生式土器も細片ではあるが、後期の叩き目を残す甕片を認める他、壷 。蓋の細片がある。土師器

は全体的に上器片が大きく、高杯の皿部・壼腹部片がある。須恵器は 6世器後半に属する蓋杯 。高

杯・甕の月叶 力ヽ 1点ずつある。 (大船 )

7.73-JoN地 区の調査

高槻市郡家新町 148-5番地にあたり、小字名は藤ケ本と称する。現状は水田である。史跡・嶋

上郡衛跡の南西部に位置し、府立三島高校の東方約50物のとこである。このたび宅地造成の目的で、

土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調査を

実施した。

調査は、まず遺構を確認するために東西 2物、南北40物のトツンチを中央部に設け、重機を使っ

て耕土を排土 し、その他を入力で4・・こなった。耕土下はすぐに黄梶色砂質粘土層〔地山〕になり、
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床土は認められなかった。地山面には瓦用の粘土採掘跡が、数ケ所認められたが、遺構
。遺物等は

なったく検出することができなかった。地山面の高さは標高 16.7解 を測る。 (大船 )

8.6-L地 区の調査

高槻市清福寺町 889-2番地にあたり、小字名は大畑と称する。史跡。嶋上郡衛跡の北約 300筋

に位置し、阿久刀神社のすぐ南側にあたる。現状は宅地であるが、個人住宅改築の目的く 土木工

事等に伴う発掘届が提出奎れたため、文化庁 。府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調査を実施し

た。

調査は、当該地を南北に2分 して実施した。主な層序は、盛土 (0。 2")、 灰褐色粘質土層(0,2

筋 )、 灰色粗砂層 (0。 15物 )、 褐色土層 (0。 5物 )、 暗茶禍色土層 〔遺物包含層 ](0。 4～ 0。 5陶 )、

黄褐色土層 (地山 )と なる。遺構面の標高は約 168解である。

ω遺 構 (図版第 8・ 86)

検出した遺構としては、弥生時代中期の土矮、後期の住居量、奈良時代ないし平安時代と考えら

れる掘立柱建物跡などがある。

土壊 とは調査区の北東部で検出した。幅 0.45陶、深さ0。 2物 を測る。主軸は、東西方向にあり、

平面形はやや溝状を呈し、他端は調査区域外にある。上竣内からは、弥生時代中期 (畿内第Ⅳ様式

期 )の把手付壼・広口壷などが出土している。土矯 2は、調査区西南部で検出した。長さ1.6陶、

幅 0.8躍、深さ 0。 4例 を測る。住居址 1と の切り合い関係は判然としない。遺物としては、後期の

甕片がある。土墳 3・ 4は、調査区南東部で検出した。それぞれ長さ 0。 8物、幅 0.5%、 深さQ15

陶。長さ 0。 8%、 幅 0。 5物、深さ 0。 4物を測る。上墳 3か らは土師器、甕片が検出されている。住

居址 1は、四柱穴構造をもつ方形プランの竪穴式往居である。東西 7.1初、南北 8.2陶を測り、竪

穴式往居としては大規模の部類に属する。中央には、′い位が立つと思われる径 0。 7物、深さ 0。 3筋

のビットを検出している。炉跡は、中央ピットの南lRlに あたり、径 0.5～ 0。 6%、 深さ0.1筋 を測

る。このピットの東壁面は厚さ5翻にわたって焼土イとしている。 4本住の柱穴は、いずれも終 α6

～ 0,7物 を測り、 しつかりした上部構造が考えられる。埋土は、暗褐色土と暗褐色粘質土で、下層

の粘質土から畿内第 7様式の上器片が若千出上している。俣I濤は幅 0。 15η代深さ0。 lη～0。 2糊 (床

面から )を測り、断面矩形である。埋土観察によると、側濤内に立てかけた板壁材が、約 1げ の角度

で内俣1に傾いた状況に認められた。さらに、側藩の外辺沿いに、 0。 3～ 1,0物の間隔で、径 0.1～

0。 2籾前後のピットが多数検出され、中には先細りのピットも混っている。 4・・そらく板壁を上辺で

支える横木を固定するための杭ないし柱材を打ち込んだ跡と考えられる。これなでの調査によって

も、側濤内やその外辺部にピットを検出した例は多いが、これほど顕著に遺存した例は少ない。な

か、床面北東部の柱穴から、範と思われる鉄器を 1点検出してなり、注意をひく。住居址 2は調査

区の東辺で、住居址 3は 、北辺でそれぞれ一部を検出したが、規模や時期については不詳。掘立柱

建物跡は、調査区の北寄りで検出している。 1辺 06物、深さ0.25物の方形ピットが 2個東西に並

んでいる。方位はN-lF― Eで、 柱間は 2。 5陶 である。本調査区周辺のこれなての調査では、奈

良～平安時代にかけての掘立住建物が多 く検出されてかり、それらと関連させて考えるべきもので、



将来に期したい。ただ、西側の柱痕は皿状の中凸になってかり、興味をひく。遺物としては、須恵

器の甕片や上師器の皿片が出上してぬる。その他の遺構としては、若干の落ち込みピットがあるが、

遺物も徴量であり、性格もいなひとつ判然としない。

(D 遺 物 (図版第24。 25)

遺物は主に士嬢 1と 住居 4L lか ら検出している。土墳 1か らはほぼ完形に復元できた把手付壷 1

と広口壷 2が 出上している。壷 1は、あなり腹部のはらない長胴形の体部に、垂直に立ち上る口縁

部を有するもので、肩部に把手が付 く。体部は′タキ成形後、下半に下から上ヘヘラ磨きを施し、

上半は刷毛調整後、ナデ調整している。内面は刷毛調整気 ナデている。文様としては、口縁部全

面に 7本の凹線をめぐらし、体部上半に刷毛原体による列点文を 3段に施している。胎土は砂粒を

多く含み、色調は淡梶色である。広口壷 2は、算盤玉状の体部に突帝状の口縁部がとりついたもの

で、頸部に2孔一対の小穴があけられている。外面の調整は不明。内面はナデている。なか、頸部

に穿孔しかけて、途中でやめた痕がみられた。胎土は精良で、色調は灰褐色である。住居址 1出土

の上器類は破片ばかりで、全体を知り多るものがない。器種としては、甕・,赳器合 。高杯などが

ある。なた、鈍と考えられる鉄器が 1点、柱穴から出土している。出上位置は、床面下約撤物のと

ころであった。長さ 10。 3`私 身幅 1。 8翻を測る。さらに埋土上層の暗橿色土から、砥石を検出して

いる。長さ 32.6と4最 大幅 H。髭仏 厚さ 10。 5と4重さ約 5,9彰を測る大きいものである。石材は

火成岩の一種で、輝緑岩と思われる。研ぎ面は若千凸凹してなり、原礫面の起伏が感じられる。こ

れは本来砥石の原料に不向きな、硬質の石材を使用したためであろう。つぎに包含層から出上した

遺物についてみる。土師器の靖 3は馬球形の体部に大きく立ち上る回縁部を有するもので、内外面

とも風化が激しく、調整は不明。色調は灰褐色。高杯 4は 回縁部が斜め上方へ大きく開くもので、

脚部は中空である。いずれも布留式に併行するものである。その他、弥生式上器(後期 )や吉式上師

器、須恵器 (奈良時代 )。 瓦器椀などの破片が出上している。土器以外では、石父1は現存長 3.8`私

同幅 2.2翻を測る。鉄負‖形石剣の先端に近い部分である。石材は粘板岩。金環は幅 1。 9ど豚 1.75翻

で太奄は 0。 34翻 を測る。遺存状態は良 く、金箔の久損はなったくない。 (森田 )

9.6-I・ J,M・ N地 区の調査

高槻市清福寺町 886-2番地にあたり、小字名は大畑と称する。現状は水田であり、式内社 。阿

、久刀神社の南側に接している。い三和土地より分譲住宅建設の目的で、土木平事等に伴う発掘届が

提出されたため、文化庁 。府教委等関係者とも協議のうえ、事前に発掘調査を実施した。調査は重

機を使用して、耕土 。床土を除去して実施した。

調査地区の中央部で層序を観察すると耕土 (0。 1%)、 床土 (0。 2陶 )、 灰褐色土 (0。 1%)、

暗褐色土 (0。 3物 )、 砂礫気味の黄褐色土と堆積している。灰橿色土・暗褐色土には弥生式土器か

ら須恵器まで各時期の遺物が包含されている。

① 遺 構 (図版第 9・ 87)

遺構はいずれも黄禍色土層上面で検出され、層位的には区別できないが弥生時代、古墳時代t奈

良時代、平安時代の遺構に分けることができる。



(1)平安時代の遺構  ヽ

調査地区の全域から多数の柱穴が検出されている。柱穴の形状に着しい相違があり、建物として

なとめることができたのは 6棟てある。柱穴から出土する遺物は弥生式土器や須恵器などとともに、

灰釉陶器の破片が出土することからみて平安時代のものが主であると考えられる。建物の他に濤が

みられるが、建物に伴うものかどうかは不明である。

掘立柱建物跡 (H E2)は、調査地区東北部て検出した 2間 (柱間 1.8%)× 2間 (柱間 1.8")

の正方形の建物である。主軸の方向はN-2♂ 一日である。

掘立柱建物跡 (H H3)は、調査地区中央部で検出したと間 (柱間 2.0物 )X3間 (柱間 1.25筋 )

の南北に長い建物である。主軸の方向はN-1ば一Eでぁる。

掘立柱建物跡 (HE4)は、H H2の東北部で検出した 2間 (柱間 1。 6物 )× 2間 (柱間 1.9物 )

の少し南北 t〔長い建物である。主軸の方向はN-1'一 Eである。

掘立柱建物跡 (H H5)は、調査地区南西隅て検出した 2間 (柱間 l。 68陶 )× 2間 (柱間 1.84陶 )

の少し東西に長い建物で、東位をもつことから倉と考えられる。

掘立柱建物跡 (H亘6)は、調査地区中央部南寄りで検出した2間 (柱間1.84陶 )× 2間 (柱 間

2.12%)の少し南北に長い建物である。主軸の方向はN一 lガーEである。

東西濤は、 4号方形周濤墓付近から南に幅 0。 5～ 0。8陶、深さ0,2物程度のもので約13陶検出さ

れた。調査地区南部にこの滞のつづきがあり、約20物 にわたつて掘さくされたらしい。

(2)奈 良時代の遺構

9基の上墳墓と1棟の掘立柱建物跡が検出されている。土墳墓の多くが不整形を呈していて、方

向性に一定の法則はなくグループごとになとめることは不可能である。

1号土壊墓 (Dl)は、 4号方形周溝墓の東側周溝の内縁に位置するもので、長さ l。 6陶、幅 1.0

筋を測り、片方の隅が狭 くなる。内部から須恵器・土師器の破片が出土している。

2号土壌墓 (D2)は、長さ1.8η、幅 0。 6物、深さ0.1物 を測るもので、ほほ長方形であるが

壁が不揃いである。底は平坦である。

3号土壊墓 (D3)は、長さと。9物、幅 1.0仏 深さ0。 25物 を測り、隅丸方形を呈し底は平坦であ

る。

4号土渡墓 (D4)は、長さ1.55陶、幅 0.8後 深さ 0。 2物を測り、ほぼ長方形で底は平坦である。

5号土墳墓 (D5)は、長さ2筋、幅 1。 1仏 深奎0。 45物を測る。不整形で底は舟底状になっいる。

6号土墳墓 (D6)は、長さ 2。 1初、幅 1.3陶、深さ 0。 4物 を測る。不整形で底は舟底状である。

7号土墳墓 (D7)は、 6号土壊墓によって東端を破壊されているが、長さ 2。 0物以上、幅 0,75筋、

深さ2.0物 を測る。不整形で底は平坦である。

8号土墳墓 (D8)は、長さ 2。 4"、 幅 1.2物、深さ0.5物 を測る。隅丸方形で底はほぼ平坦であ

る。 9基中最大規模のものである。

9号土矮墓 (DO)は、長さ 1。 8陶、幅0。 75物、深さ約 05物を測る楕円形のもので底はほぼ平坦

である。この上矮墓西壁の上面から須恵器の長頸壺や土師器の破片がみられ、人頭大の塊石が数個

検出された。この塊石は土墳墓に盛られた若千の盛土を補強するために置かれたものであろう。須
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恵器箸は土装内に副葬せずにFBr+上 になかれたものと考えられる。掘立住建伽 H4代 調査地区東

南部に位置するもので2間 (柱間と。68筋 )X3間 (柱間 1。 62筋 )の東西に長い建物である。方向N

一′一]である。当調査地区の南側で同一方向の建物が検出されてなり、この建物もそれらの建物

と同様奈良時代のものと考えられる。

(3)古墳時代の遺構

調査地区東側て 2基の竪穴式住居が検出された。竪穴式住居は付近て検出されているものと同様

方形ノランを呈するものである。

竪穴式住居址 (【 Hl)は、方形プランを呈し長辺 5。 3η、短辺 5,1物 を測る。東北隅は調査でき

なかったが、周壁下に幅約 0。 2物の溝が掘さくされている。柱穴は東北隅の 1個を除いて直径 0。 3

～ 0。 4物の柱穴がみられる。床面はほぼ平坦で、内部から布留式併行の鉢や高杯が検出された。

竪穴式住居址(K E2)は、K亘1の北隣に位置し、大部分は調査地区外のため西北隅しか調査でき

なかったが、周壁下に幅約 0。 4陶の濤を掘さくした方形竪穴式住居址でぁる。調査した範囲では一

辺 4。 5陶以上を測り、床面の西北隅に直径 0。 5物、深さ0.2物程度の柱穴がみられ、床面はほ′ご平

lHである。内部から遺物はほとんど検出されなかったがK Hlと 同時期のものであろう。

(0 弥生時代の遺構

方形周濤墓 2基 と壷棺墓 1基を検出した。

4号方形周濤墓は、調査地区西北部で検出されたもので、幅 1.8陶、深さ約 0。 5%の周滞に囲ま

れたもので周溝内縁は東西約 7.0筋、南北 7,0筋以上で南北にやや長 く、東北部に幅約 2。 0"の陸

橋部がみられる。周濤内には弥生式上器から須恵器なでが混入しているが、西側周溝内には畿内第

阻様式土器のみが検出されているので、この周溝墓は第Ⅲ様式期と推定される。

周溝内側に6基の上墳墓が検出されている。後述するように周薄が埋没した段階に設けられた土

墳墓と同時期のものが混っている可能性があるが、出土遺物がほとんど無いため明確さを久 く。と

りあえず、ここでは一応 4号方形周薄墓の主体部として報告することにする。

1号墓獲は長さ2,0物、幅 1.5物、深さ0。 23物 を測る。長方形を呈し、南側周溝と同一方向であ

る。 2号墓嬢は周濤内側西南隅に位置し、長さ1.9初、幅 0.8η、深さ0.26物 を測る長方形墓鰭で

ある。 3号墓矮は長さ 1.7筋、幅 1.1物、深さ0。 1物を測る長方形墓塘である。 4号墓残は長さ1.6

筋、幅約 1.0筋、深さ約 0。 3%の不整形墓嬢である。この墓墳は 3号墓矯によつて北側を削られて

'い る。 5号墓墳は長さ 1。 3物、幅 0.7%以 上、深さ0。 15%を測る。規模からみて小児用の墓矮であ

ろう。 6号墓蹟は長さ2.0物、幅 0。 7筋、深さ 0。 2物を測る長方形墓鑽で 5号墓竣 より新しい。

5号方形周濤墓は、 4号方形周濤墓の西側周濤を共有して隣接するもので、幅 l。 7陶、深さ0.4

陶を測る南側周滞の一部しか確認することができなかった。時期については不男である。

壺棺墓は、 4号方形周濤墓の東側周濤外縁部に位置するもので、周濤が埋没した段階で設けられ

たものである。直径 0。 7物、深さ0。 15物 を測る円形の掘り方内に口縁部を打ち久いた第▼様式期の

重を横倒しにして、頸部に別の壺の底部をかぶせるような格好て検出された。

① 遺 物 (図版第 26)

壷棺として使用されていた土器 (図版第26-1)は、最大腹径約40翻を測る球形の胴部に、直径



約 5翻の小さな底部のつく畿内第 V様式期の壷である。頸部は外反気味て、二重回縁部を意識的に

打ち久いている。外面はタメキ整形後、丁寧に縦方向の箆磨きを加えている。なえ、頸部つけ根に

は断面三角形の突帯を一条貼りつけている。打ち久いた頸部 lCかぶせてあつた壷の底部 (図版第26

-2)も 、 1と同じ器形の重て、丁寧な箆磨きが施されている。なた、 1の内部から2と 同一個体

とみられる頸部から胴部にかけての破片が若千検出されている(図版第26-2′ )。

竪穴式住居址 (N Hl)か ら出土した土器は、布留式併行期の鉢 (図版第26-3)と 高杯の脚部

(図版第26-4)で ある。鉢は半球形の体部から斜め上方に口縁部がのび、口縁端部に 1条の浅い

沈線を施す。外面は粗い刷毛調整(内面は刷毛調整後ナデ調整(口縁部内外面は横ナデを施してい

る。高杯の脚部は斜下方に据が大きく拡がり、 3個の円形穿孔がある。 (橋本 )

■0. 7-C・ G地 区 の調査

高槻市清福寺町 789-1。 790-2番地にあたり、小字名は清福ノ内と称する。現状は畑である

が、分譲住宅建設の目的で土木工事等に伴う発掘届が提出され、文化庁 。府教委等関係者とも協議

のうえ、事前に発掘調査を実施したものである。

調査は、重機によって耕土・床土・灰梶色土層 (整地層 )を除去したのち、遺構面の検出につと

めた。

① 遺 構 (図版第 10。 1卜 89)

遺構としては、弥生時代の濤 (南北濤 )か よび井戸 1基、弥生～古墳時代にかけての住居址 1基、

奈良時代の上器棺墓 1基 と時代不明の柱穴数個、落ち込みがあげられる。

まず土層の概略をのべると、耕土 (0。 15物 )、 床上(0,15%)、 灰褐色土層 (0。 15～ 0.25筋 )、

暗茶灰色土層 (0,2～ 0。 3%)、 暗裾色土層 (0.1～ 0.2糊 )と なり、地山へ達する。

灰褐色土層は整地層て、瓦器片 。燈明皿片が検出され、古式上師器や弥生式土器等は検出されな

かった。暗茶灰色土層も整地層と考えられ、奈良時代 4・・よび古墳時代の土師器片や、弥生式上器片

が検出された。暗掘色土層は、弥生式上器 (後期 )を包含する層である。

土器棺墓は、調査区西壁中央て検出され、暗茶灰色土層内に掘り方をもつ。方位はN一だとWで

ある。土器は、把手付蝸を南に、長手の甕を北に配置して、合口にしている。合せ目には粘土等を

巻きつけた痕跡は認められなかった。また土器を安定させるため、掘り方下方にこぶし大ないしは

やや大きめの石を上器の輪郭に合わせて配列している。土器棺の内容物は認められず、すでに腐食・

流出したものと思われ、落ち込んだ土器棺片が若千検出されただけである。

土装墓は、調査区の中央やや北よりで、往居跡と重複した形で検出された。土器棺墓と同じく暗

茶灰色土層内に掘り方をもつ。方位はN― ドーWで ぁる。上方の長径 1。45物、短径 0。 8物、底部長

径 1.15筋、短径0.45陶、深さ 0。 7物を測る。土師器皿か主び甕片を検出した。

住居址は、中央やや北寄りで検出した。周溝が 2本めぐってA・・り、建て替えが考えられ、 4柱穴

もそれに対応して、 2穴 1組て検出されている。断面の観察から、内側のものが古く、外側のもの

が新しいことがわかる。内側のものは、南北 4。 9筋、東西 3。 9"以上を測り、ほぼ方形を呈する。

外側のものも同様の形態をとり、南北 5。 4陶、東西 4。 1陶以上を測る。中央に焼土を包含したピッ
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卜を検出したが、どちらの住居LLに伴うか咀 速断できない。ピット自身は、わずかに焼けた痕跡

が認められ、炉の可能性がある。また、調査区東壁断面に、床面下な主び南壁外方に黄褐色土層が

確認された。これ吹 往居址を構築する際に、竪穴の底部かよび周縁に張り入 ないし壁を成形す

る材料として用係られたものかもしれない。というの吹 往居址東半部は、後で述べる弥生時代中

期の溝の上にあえるえめ、防湿の役目を果えしたものと理解される。出土遺物として吹 上層から

布留式上器、下層からはほとんど出土せず、わずかに周溝内から土師質の上器細片なよび炉と思わ

れるピット内から′グキロを有する土器底部片h・・よび鉢の口縁部が検出された。また床面から炭や

焼上が検出▲れ、火災にあって放棄された可能性が考えられる。その他の遺物としては、西辺中央

に砥石が 1個検出された。

住居LLの時期は、上層に布留式期の土器群が形成されているところから、下限としては布留式直

前の時期が考えられ、上限としては、南側から検出した井戸の時期から、畿内第 V様式後半が考え

られる。ただ、調査区全域をみたときに、庄内式上器ないしそれに併行する土器が検出されなかっ

たことから、第 V様式の可能性が強い。

井戸は、調査区南寄りで検出された。ほほ円形を呈し、上端で径と。75物、底部で 0。 6"、 深き 1.1

物を測る。層位的には8層 に分かれ、上層はこぶし大の石と、破砕された土器を多量に含む層て、

厚さ 0。 6筋 を測る。中層は、上層と土質的には似かよっているが、検出した土器に比較的復元でき

るものが多く、また上層との境目に炭層が界在している。厚さは 0。 3%を測る。下層は遺物をほと

んど含まず、茶福色粘質土で充えされてh・・り井戸底であったことがうかがえる。時期は、畿内第平

様式後半に位置づけられる。なか、中層から破砕された甕棺が投棄された状態で出土していて、興

味をひくところてある。

濤は、調査区東辺を東へ fふれて南流する。層位は、上方から暗灰福色土層 (Ⅱ様式～ V様式 )、

茶褐色土層 (Ⅱ 様式 )、 暗青灰色粘質土層 (Ⅱ 様式 )と つづいて、濤底に達する。当初、芥サ||が形

成した河岸段丘かと思われたが、調査区北側で薄の東肩の下端が検出蕊れたことから、濤と断定し

え。また滞の西岸の傾斜角度が50°近 くあり、急峻なところから人為的に掘さくされたものと考えら

れる。上端での濤幅は不明だが、濤底中心線から折り返して権定すると、 3筋前後となり、濤底幅

は 0。 7～ 0。 8物を測る。薄底には、雑然とした石列がみられ、人為的なものか、 自然に落下堆積し

たものか、明確にはしえないが、石列下方に第Ⅱ様式止器が検出され、濤掘さく後、ある程度時間

を経てからのものと考えられる。また濤底の傾斜角度は緩 く、ほとんど滞水していえものと思わ払

事実、下層の暗青灰色の土層は、砂粒を含まない粘土質であった。以上のことから、この濤を、集

落を区画するものと考えることも可能である。遺物として吹 第 E様式と第 7様式の土器があるが、

第平様式の上器は上層の暗灰色土層に第 E様式の上器と混在して検出されたもので、茶梶色土層以

下では、第Ⅱ様式上器のみが純粋な形て出土している。中でも、石列上面に一塊となって出土した

土器は、壷・鉢・甕などの器種を含むもので、一括資料として呈示できる。その他の遺物としては、

石列中に混じって、砥石が 1点出土している。

(D 遺 物 (図版第27～ 28)

当地区から出土した遺物は、ほとんど土器で、その他にはさきに述べた砥石が 2点出土したのみ
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である。以下土器lEついて概路を述べることにする。一応全形を知りうるものを、観察表になとめ

てみた (表 1～ 4)。

南北濤出上の土器 (図版第27・ 28・ 34～ 36,表 1)

溝の埋土は 3層 に分れ、いずれの層からも第Ⅱ様式上器が出土している。とくに下層出上の上器

類と、中層の石列上にある土器群との間には明確な型式差が認められる。土器群から検出した甕

(図版第27-3・ 4な ど)は胴部が張り出し、やや丸味をL・・び、日縁部が外彎気味に外反すること

など第 E様式甕の一般的な形態を示している。それに対し、下層の甕 (図版第28-1)は胴部の張

り出しがほとんどなく、日径が腹径を上回り、日縁部が水平方向に短 く外反するなど、第 I様式の

ものに近似した形態をとっている。また、甕 (図版第34b-1)は、それほどではないが、やはり

口縁部の外反の度合が短 く、古い様相を示している。壷をとっても、」目のもの (図版第27-1)

は大きく外反する日縁部と球形の体部を有する典型的な第Ⅱ様式のものであるが、下層の壼 (図版

第34b-2)は、器墜が厚 く、砂粒を多く含み鈍重な感じがする。さらに溝の北側の石列中から出

土した鉢 (図版第34a-3・ 4)に は瘤状把手の退化しえものがつくなど、第 E様式上器としては

古い様相をもっている。上層からも、第Π様式上器が出土しているが、すべて破片 (図版第35a一

1～ 5)であり、 しかも、第Ⅲ・第Ⅳ様式土器 (図版第37a-5～ 13)が多く混在している。これ

らは 土砂の流入時に混入したものと考えられる。以上のことから、この南北溝は第Ⅱ様式の古い

段階に掘さくされ、少なくとも第 1様式末なで機能し、中期末までに埋没したと考えられる。

つぎに、溝の石列上方にあった土器群について少しみてみる。この土器群から甕が 7個体 (う ち

1つは底部片 )検出されたが、そのなかに体部上方に穿孔したものが2例認められた。いずれも土

器の耐用限界なで使用されたのか、器表面が火熱によって著しく票llMしてかり、土器が破砕する前

に穿孔して、投棄されたものと考えられる。この上器群の一括資料としては、ほかに壼・鉢・甑底

部が検出ミれている。土器群の性格については、日常的に機能しなくなった土器の捨て場所として

形成されたものと考えるのか、壼・甕・鉢をセットとして何らかの祭祀に用いられた一群としてと

らえるのかのどちらかであろうが、 4・・そらく後者と思われる。その他、中層から流水文をほどこし

た壷片が 2点 (図版第35a一 H・ 12)検出されている。1つは、上下の櫛描直線文を弧状の反転部

でつないだもので、佐原真氏のいうC反転挿入手法にあたる。いま 1つは、櫛描直線文に扇形文を

配した、 E反転挿入擬流水文である。

この南北濤の検出かよび、出土土器によって、郡家川西遺跡の農耕集落の出現期が明らかになっ

たことは意義深い。

井戸出上の上器 (全形を知りうるもののみ表 2に記した。図版第29～ 32・ 37b)

出土土器は若子の中期の上器片を含むものの、大部分は第 V様式に属するものである。器種とし

ては、重・鉢 。高杯・甕等が認められる。一括資料としては比較的良好なものである。時期的には、

文様を有する二重口縁壺 (図版第37b-6)気 受口状回縁の退化した形態を有する甕 (図版第 31
-1・ 4)の在り方などから、第 V様式の中でも後半に比定される。

住居4L上層土器群出上の上器 (図版第32・ 38,表 3)

布留式併行期と考えられ、器種としては、壷 。′彫 丸底壷・甕。小形鉢・深鉢 。高杯・月ヽ形器台
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等があげられる。全体として明るい淡渇色系統の色調を呈し、胎土は砂粒を多 く含んでいる。ただ、

小形鉢 6・ 7は、胎上に砂粒を含まない非常に良質の粘上を用必てなり、ヘラミガキ仕上げも極め

てていねいである。布留式併行期の中で、小形精製土器の盛行した古相の時期と考えられる。また、

深鉢 8は他にあなり類例をみないもので、この時期の器形としては特異なものである。なか、住居

址上層から、縄文式上器 (船橋式 )が 1点出土して仏る。

奈良時代の上器 (図版第33)

土器棺墓に使用された北棺 4は、長手の胴部に外反する日縁部をとりつけえ甕で、全体を細かな

刷毛目で仕上げている。煤の付着はみられなかった。穿孔等の痕跡も認められない。南棺 3は、球

形の体部に外反する口lla部をとりつけた把手付塙で、胴部中位に対面の形で把手がついている。把

手は中実でなく、体部に穿孔後、中空の把手を挿入している。時期は奈良時代と考えられる。また、

土漿墓から検出された甕は、形態 。手法からみて、先の北棺と同一時期のものと考えられる。な気

土嫡墓からは他に土師皿片が検出されている。 (森田 )

/N17

製H.5

/

0                           409脇

挿図 1 土器棺墓実測図

a′a
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7-C・ G地区 南北濤土器群および南北海出土 第Ⅱ様式上器観察表 (表 ■)

〔備考〕1図版 27-1は、図版第 27の 上器番号 1に対応する。2回頸よ 体部、底部欄の 。は形態、 O lt手 法をあらわt。
3備考欄の1段 目は色調、 2段 目は胎上の質をあらわす。
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器 種 図 版 法 量 口 頸  部 部体 部底 考備

一霊

2イ ー I 口 径 19.6
器 高 40。 3

腹 径 32.6

底 径 9.0

・綱くしまった短かい頸部

から大きく外反する。端部

ltk面をもち、下方に刻目文

をめぐらす 。外面接合痕有

。頸部内外面とも扁U毛調整

。口縁部上面lI刷毛調抵

下面ヨヨナデ

・胴部は維長の球形を呈す

。顕部～胴部中位に 7条の

櫛描波状文を 7帯ほどとす

。外面上位は細かな刷毛調

整後かるくナデる。外面中

位は横方向、下位は経方向

の箆磨き。内面はナデ調整

・ 平底 大半久失 。淡灰褐色

O良

鉢

27--2 口 径 19.5

器 高 14.4
腹 径 20.0
底 径 6.0

・内彎したのち直口する・

上端部は面をもち内側へわ

ずかに肥厚する

。内外面端部ともヨヨナデ

・斜め上方へ大きくひろが

る

。外面は縦方向の箆磨き

。内面はナデ調整

平底、中央部が凹む

2つの棄脈痕を有す

。茶褐色

。良

・外面・内面中位に

集付着

墨

27--3 口 径 23.0
器 高 33.1

腹 径 252

底 径 ―

・斜の上方へ外彎し上緑て

水平近くなる。端部は面を

もつ

O外面縦方向、内面横方向

の刷毛調整。端部ヨコナデ

・胴部中位てわずかにぶく

らむ 。上方に径 4ωの円孔

を外lRlか ら穿つ

。外面は刷毛調整 O内面は

ナデ調整

・平底、大半欠失 。淡褐色

。良

・外面・内国 卜方に

部分的に媒付着・外

面全体41Eが激しい

27-4 口 径 20.3
器 高 26.4
腹 径 19.8
底 径 5。 9

・冬め上方へ外反 し上緑て,

水平になる。端部は面あり

。外面は刷毛調整後ヨヨナ

デ。内面は刷毛調整

・胴部中位でわずかにぶく

らひ・上位に径 2効の円孔

を外lRlか ら穿つ

O外面は刷毛調整。内面は

ナデ調整

。平底、中央部が大き

く凹む

。浜褐色

。良

・外面媒付着、下半

部は割感激 しい 。器

壁は薄い

28-2 口 径 19.0

器 高 25.8
腹 径 18.1
底 径 5.7

。斜め上方へ外反し上縁て

水子になる。端部 l‐■わずか

に下方へ突出し刻目文をほ

どこ十

。外面不明O内 面刷毛調整

・ 中位 てわずか lrふ くらむ

O外面は縦方向の刷毛調整
O内面はナデ調整

・平底、中央部はわず

かに凹む 。底裏に葉脈

痕あり・内面に指関節

嵐 外面に押痕あり

。灰褐色

。砂質

・風化している

28-3 口 径 27,7
器 高 一

腹 径 29,2

底 径 ―

・郊め上方へ外彎し上縁で

水平になる。端部は面を有

し下方へわずかに突出する

。内面l‐■横方向の刷毛調整
O外面刷毛調整後ヨコナデ

・胴部中位でわずかにぶく

ら咎

。外面は縦方向の刷毛調整

。内面は上方が横方向の刷

毛調亀 大半はナデ調整

・ 久失 。淡鴇色

・ 良

鉢

27-5 日 径 ―
器 高 ―
底 径 6.5

。大半久失

。外面は縦方向の刷毛調整

。内面lt指ナデ調整

。平嵐 底裏 は凹面を

呈す

。決茶灰色

。砂質

盤

28-1 口 径 16.2
器 高 19,9
腹 径 14.6
底 径 6.6

・水平方向に短く外反する

。端部lI面をもつ

。内面は横方向の刷毛調整

。端部はナデ調整

・ほほ上方にたちあがる

。外面は刷毛調整。内面は

ナデ調整

・安定した平底 。灰褐色

。良

。第 I様式に近い形

態・煤付着なし

28-4 回 径 15,4

器 高 20。 1

腹 径 164

底 径 5。 4

・斜め上方へ外反し上緑は

水平・端部わずかに面あり

。内外面とも刷毛調整後、

ヨヨナデ

。大半久朱 胴部中位てわ

ずかにふくらむ

。外面は刷毛調整。内面は

ナデ調整

・平底 中央部は凹む

・底裏に木葉痕あり

。茶灰色

。良

・外面に媒付着・器

高、腹径は推定値



7-C・ G地区 井戸出土 第V様式上器観察表 (表 2)

器種 図 版 法 量 口  項  部 部体 部底 考備

登

20--4 径 !L8
高 19,0

径 17.8

径 4.2

口

器

腹

底

・頸部は上方へたちあがり

口緑部で

'I反

する
。上緑部を強くヨコナデ後

端部をナデ調整。内外面と

もナデ調整

・イナツク形

。外面は縦方向の箆磨き。

内面は中位下半が刷毛調整

上半がナデ調整

・平底、中央部がわず

かに凹む

。褐色
。良
・体部下半に煤付着

30-2 回 径 11.2
器 高 18.4
腹 径 16.2
底 径 50

・斜め上方へ外反する

。内外面ともヨヨナデ

。やや肩の張った球形
。外面′タキ整形後ナデ調

監 頸部に刷毛目のこる。

内面は中位以下刷毛調彗

上半ナデ調整

・ 平底 。灰褐色
。砂粒を多く含む

・体部下半に煤付着

・底部は赤く携ける

29--1 口 8皇 15.5

器 高 24.6
腹 径 26.3

底 径 4.2

。顕部は上方にたちあがり

口緑部は大きく外反する。

端部は面をもち 1条の沈線

をほどこす
。日緑部内外面はヨヨナデ

。頸部は外面が縦方向、内

面が検方向の箆磨 き

・腹部の張った扁平な形を

呈す

。外面は刷毛調整後右下り

の箆磨き。内面下半は刷毛

調整後ナデる、上半はナデ

調整

。突出した平底 中央

は強く凹む

。灰褐色
。良

29-3 径 8.5

高 12.7

径 10。 1

径 3.6

日
器

腹

底

。上方にたちあが る、上緑

でlt内彎 ぎみ

。手法不切

・中位がややふくらんだ縦

長の球形
。外面手法不明。内面はナ

デ調整

・ 平底、 中央 k径 5m
の凹みがある

。外面に指押痕あ り

O淡褐色
。砂粒を多く含む
O風化が激しい

鉢

30--4 口 径 15.3
器 高 62
底  径 3.6

・ 内彎ぎみに薄くかわる

。内外面ともヨヨナデ

・ 斜め上方へたちあが る

。内外 面 とも箆砦 き

・平底
。外面に指圧痕あり
。内面は箆先で調整

。淡茶褐色
。痕
O底部外面に指紋痕

30-3 回 径 t2.5
器 高 85
腹 径 ―
底 径 4.4

・斜め上方へ外反し上緑て

屈曲して垂直にたちあがる

。内外面ともヨヨナデ

・半球形を呈し上方ではた

ちあがりざみ
。外面は刷毛調整後ナデる
。内面は指ナデ調整

・平底、中央が凹砂・

外緑に接合痕あり

O淡茶灰色
O砂質

霊

30--5 口 径 16.2

器 高 17.7
腹 径 15,7

底 径 4。 3

・斜め上方に大きく外反す

る
。内外面ともヨヨナデ

・縦長の球形

O外面はタタキ整形 (2段
階 )。 内面はナデ調整

・縦長の球形 。暗褐色 Oやや胞い
。全体に剰離激しい
。下半部赤焼け・日

緑部 体部に煤付着

31-4 口
器

腹

底

径 13.5

高 161
径 14.4

径 4.7

・ altめ 上方へ内骨ざみに外

反する。端部lt薄 くかわる

。風化のため手法不明

・縦長の球形

。外面はググキ整形 C内面

は刷毛調整後ナデ調整

・平底、中央がわずか

に凹む

O淡茶偶色
。砂れを多く含む

・下半部に煤付着・

底部付近赤く焼ける

30-6 口
器

腹

底

径 124
高 16.0

径 13.7

径 3.8

・ 上方へ指 てつなんだ よう

にた ちあが る

。内外面 とも軽 くヨヨナデ

。縦長の球形
。外面は細かい夕′キ整形

気 接合部をナデ調整。内

面はナデ調整

・突出した平底 。淡茶灰色
。やや砂質
O集付着せず

31-二 口

器

腹

底

径 15,0

高 20,9

径 16.0

径 47

。受口状日緑の退化形式・

たちあがり部下方に 1条の

凹線をめぐらす

。内外面ともヨヨナデ

・縦長の球形
。外面ググキ整形後接合部

付近を刷毛調整。内面下半

は刷毛調整後ナデ調毯 上

半は指ナデ調整

・突出した平底 中央

部がわずかに凹む

器種 図 版 法  量 部杯 脚 _部  _ 1 備   考

高

　

杯

32-1 杯部径 24.0

裾部径 16.0

器 高 17,7

・斜め上方へえちあがる。上縁部は外

脅してひらく。底部は内彎気味に斜め

外方へのびる
0日緑部内面は横方向外面は縦方向の

箆磨き。底部内外面とも箆磨き

・柱状部は中空 。斜め下方へのびる。中 |。 淡褐色

位て屈曲し据部は大きくひらく・端部は 10良

甲魚善雇瀧毎脅右笹邊:を角審雇ナデ調1患奮越え雲選写哲乞
整                  |
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7-C・ G地 区 住居址出土 布留式土器観察表 (表 3)

器種 図 版 法  量 口 頸  部 部体 部底 考備

/1ヽ

形

丸

底

壼

32-2 回 径 一

器  高 ―

腹 径 9.4

底  径  ―

・ 久失 ・腰部の張った扁球形

O外面は刷毛調整後ナデ調

急 肩部はヨマナデ。内面

はナデ調整 (上半は指ナデ

調整 )

・丸底 。灰褐色

。良 砂質

32--3 日 径 13.9

器 高 ―
腹 径 H。 2

底 径 ―

・外上方へ内彎ぎみにたち

あがる。端部lt薄く4・わる

。頸部はくの字状を呈味

内面に稜線を有する

。内外面とも手法不明

。著しく馬平で受皿状をな

す

。外面手法不明。内面は箆

肖Uり のあと箆磨き

・ 久失 。淡灰褐色

O良 細砂粒を多く
含む

・風化が激しい

32--4 口 径 12.0

器 高 ―
腹 径 9。 2

底 径 ―

・斜の上方へ大きく開く・

端部は薄くかわる。中位外

面にわずかに稜線を有する

。内外面とも手法不粥

・扁球形

。外面手法不明 C内面は箆

肖」り

。久失 。淡灰偶色

O良 砂粒を含む

32--5 口 径 10.0
器 高 ―
腹 径 ll.4

底 径 ―

・内彎ぎみに斜め上方へ外

反する。端部は面をもち内

側へわずかに肥厚する

。内外面とも箆磨き

。肩の張った球形

O外国刷毛調整後ナデる、

肩部はヨヨナデO内面は横

方向の箆肖」り

。久失 。灰白色

。良 砂粒を含む

形

al

32-3 口 径 17,3
器 高 10.2
腹 径 ―
底 径 ―

。内彎気味に直目する。端

部は平垣で面をもち内側へ

わずかに突出する

。調整不明

・鳥平な半球形

。外面は縦方向の刷毛調整

。内面は箆削り①後ナデ

・平底 。体部との境不

明瞭

。内外面とも調整不明

O灰褐色
O良 砂質

32--6 日 径 :55

器 高 5.6
腹 径 一
底 径 ―

・水平方向へ外反後、斜め

上方へたちあがる

。内外面ともヨヨナデ久

細かな箆磨き仕上げ

・扁平な半球形を呈する

。内外面とも検方向の細か

い箆磨き仕上げ。内面には

箆削りの痕跡が認められる

・丸底 O偶色
O良 細雲母粒合む
。器壁薄い、日緑部

1.5吼 底部 3何・

日縁部内面に粗痕あ

り(6加 X3m)

32-7 口 径 14.9
器 高 4.8
腹 径 ―
底 径 一

・水平方向へ外反後、上方

へもちあがる。上緑部は外

彎ぎみ

。内外面ともヨヨナデ後、

細かい箆磨き仕上げ。内面

に箆削りの痕跡あり

O内外面とも横方向の細か

い箆磨き仕上げ C内面に箆

削りの痕跡あり

・丸底 。淡灰褐色

。良

・ 器厚 は国緑部て 1.

5吼 底部 で 4.5爾

器種 図 版 法  豊 部杯 部脚 考備

/」ヽ

形

器

台

32-1 杯部径 65
裾部径 H。 9

器 高 8.8

。わずかに上方へたちあがり、端部lt

薄く埒わる。たちあがり部外面中位は

わずかに凹む

。内外面ともヨヨナデ。皿部内面VI箆

磨き。外両手法不明

・郷め下方へ開く。裾端部にわずかに面

をもつ。中位に 3孔を穿つ

。外面は横方向の箆磨きか。内面は箆削

りのあと刷毛調整

。淡褐色

O砂質

・風化が激しい

一局
　
　
杯

33-2 杯部径 一
裾部径 12。 4

器 高 ―

・ 久失 。柱状部は中空て下方へ開く。裾部は内

彎気味に大きく開く・端部はわずかに面

をもつ。屈曲部に 3孔を穿つ

。内外面とも調整不明

C淡褐色

。砂質

・風化が激しい
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器 種 図 版 法  量 口 頸  部 体 部 底 部 備   考

饗

21-2′ 口 径 23.8

器  高 31.9

腹  径 ―

底 径 ―

・斜め上方へ外反する。端

部は面をもつ

。外面はヨヨナデO内面lt

刷毛調整

。長胴形

・外面は刷毛調整。内面は

指ナデ調整気 上半部を横

にナデる

。丸底・内面に押圧痕

あり

。淡茶褐色

。良

。煤付着は認められ

ない。北棺

鍋

21-2″ 口 径 27.2

器 高 30.0

腹 径 32.0
底 径 一

・斜め上方へ外反する。端

部は面をもつ

。内外面とも刷毛調整徳

ヨ」ナデ

・球形・中位やや上方に 1

対の把手を有する

。外面は刷毛調整。内面は

ナデ調整 (一部に箆肖」りの

痕跡と思われるものあり )

。中空の把手は、体部を穿

孔後挿入して指でなてつけ

て接合している

・丸底 。内面に押圧反

あり

。淡福色

。砂質

。南棺

7-C・ G地 区 壺棺墓  奈良時代土器観察表 (表 4)

■■.6-M・ N地 区の調査

高槻市清福寺町 886-1番地にあたり、小字名は大畑と称する。現状は水日である。周囲一連の

分譲住宅建設の目的で、土木工事等に伴多発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも

協議のうえ、事前に発掘調査を実施した。

調査吹 重機によって耕土 (約 0.15物 )、 床土 (約 0。 15筋 )を除去し、東側の低地に堆積しえ黒

褐色土層 (包含層 )に ついては人力によって排土した。地山面は黄梶色粘土～礫層汽 その西側 4

分の 3は平坦であるが、東側は比高差 0。 5物 を測り、急に傾斜する地形である。

遺構 。遺物 (図版第 12。 13,38,39・ 88)

検出した遺構は、奈良時代の掘立柱建物跡・土境と弥生時代の竪穴式住居址がある。

(1)奈良時代の遺構 。遺物

掘立柱建物跡 (N E5)は、西側で検出された 2間 (柱間2.45物 )× 5間 (柱間 1。 89脇 )の南北に

長い比較的大きな建物である。西側の同一軸のN H8・ N H9と一群をなすものであろう。出土遺物

は柱穴から土器の細片が少量検出されてhるが、詳細な時期については不明である。その仕 旧石

器時代に属する風化の著しいサヌカイト片が 1点ある。主軸はN-2°一Wで ある。

掘立柱建物跡 (N H6)は、中央部で検出した 2間 (柱間 2物 )X5間 (柱間 2。 12物 )の東西に長

い建物である。柱穴の掘方は 0。 3物 ×0.5物 の円形グランの小さなもので、深さも浅く約 0。 2物を

測り、西北部の 2個の柱穴は削平されて検出することができなかった。時期は柱穴の切合い関係か

らNE8よ りも新しいことが知られる。主軸はN-0°一出そある。遺物は検出てきなかった。

掘立柱建物跡 (NE7)は、中央部で検出した 2間 (柱間 1。 9物 )× 2間 (柱間 1。 7物 と 3。 8物 )

の南北に長い小さな建物である。柱穴の大きさはN E6と ほほ同じて、深さも0。 2物 と浅い。主軸は

N-1° 一Eである。

掘立柱建物跡 (N E8)は、東側の地山面が急に傾斜する変換地で検出した 2間 (柱間2.25物 )X

-19-



3間 (柱間2,46")の南北に長い建物である。主軸鰤 H3と 同じて、北梁い H5の南梁の延長線上

に位置する。

掘立柱建物跡 (N H9)は、N H8のすぐ北側で検出した 2間 (柱間 1。 9物 )× 3間 (柱間 2。 1")

の南北に長い建物である。西桁はN亘8の延長線上に位置し、規模はN H8よ り少し小さい。

上壊 (Dl)は、N乳の南側で検出した長辺 2。 8物、短辺 1.6"、 深さ 0。 2夕 の長方形の大きなも

ので底面はほぼ水平である。西辺近 くには小さな柱穴が 6個認められる。遺物は、奈良時代の土師

器・須恵器片が少数出土した。出土遺物・位置 。構造からみて、N E5に付属したものであろう。

上嫡 (D2)は、N Hsの南側て検出した長径約 1。 6物、短径 0。 6陶、深さ0.25陶の長方形の上壊で

ある。東西端は柱穴と重複するため不明である。遺物は、土師器片が少量出土した。

土袋 (D3)は、南側中央部で検出した長径約 1.2物、短径 0。 8陶、深さ 0。 1夕の袴円形の浅い土

墳である。遺物は、土師器片が少量出土した。

土墳 (D4)は、南側中央部で検出した長径 l.5物、短径約 0。 7陶、深さ 0。 2陶の長楕円形を呈す

る土残である。出土遺物はない。

土墳 (D5)は、東側で検出しえ深さ 0。 5物の不整形の大きな土墳である。東側は調査区域外のた

め検出することができず不明であるが、他の土塘に比べて、遺物は特に多く出土した。出土遺物は、

弥生式上器・土師器・須恵器片であるが、完形品になるものがなく土器溜に近いものと考えられる。

(大船 )

12. 6-J・ KoNoO地 区の調査

高槻市清福寺町 887番地にあたり、小字名は大畑と称する。現状は水田であるが、分譲住宅建設

の目的で土木工事箸に伴う発掘届が提出され、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、事前に発

掘調査を実施した。

① 遺 構 (図版第 14・ 15・ 90・ 91)

調査区全域を重機で包含層まで掘り下げ、遺物の検出につとめるとともに、遺構面を追求した。

その結果、遺構は地山面上に検出され、包含層は単層であることがわかった。層序は、耕土 (0。 1

物 )、 灰褐色砂質土層 (0。 2陶 )、 茶褐色土層=遺物包含層 (0,3陶 )で、以下地山になる。

(1)平安時代の遺構 (図版第91)

井戸は、石組の井戸である。掘り方は、南北 3.4物、東西 3%の方形を呈し、現存の深さは 3.4

物を測る。井戸の内径は、上辺が 1.5籾 Xl.3初のほほ方形で、東側で若千張り出している。下辺

は、南北 0。 8物、東西 0。 95物の方形である。ただ下辺の軸線と、上辺の軸線に9°のずれがあり、上

方と下方ではねじれの位置にある。掘り方との相対関係では、石組下縁がほぼ掘り方の中心に位置

しているのに対し、上縁ではねじれて組み上げたために東の方にずれ、掘り方の軸線とも必然的に

ずれを生している。石組みの方法は、なず最初に 1辺‰鰍前後のほぼ立方体の石を据えつけえ後、

石を小日積 。平積相半ばにして積み上げている。また石の大きさも、詰め石を除いて、横幅811aも

あるものから、 1辺 10翻前後の小さなものなて、種 用々いられている。これらのことが、石組がね

じれて積み上げられた要因と考えられて、井戸組の工法からいえば稚拙な感じがする。石材は、河
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原石を主に用い、一部に花南岩の割石や砂岩が認められた。層位的には上層 (茶褐色止層 )と 下層

(暗灰色泥土層 )に 大きく分れ、上層にはほとんど遺物を含まず、わずかに土師器の細片や瓦器片

がみられた。下層は、泥土を中心としながらも、相互に薄い砂礫層を含むもので、遺物の多くは下

層から検出されている。遺物は黒色土器・燈明皿・土鍋等の上器類と、曲物片・櫛片。斎串箸の木

製品類が検出された。なかでも井戸底から出上した、墨書のある土師質の皿は、民俗学上興味深い

ものである。時期は、黒色土器からみて、平安時代中舅〔比定できる。

(2)弥生時代～古墳時代の遺構 (図版第15)

往居址 6基が確認されている。 R号住居4L(【亘3)は南北 6仏 東西 5物のほぼ方形を呈するが、

南東隅は井戸の掘り方と切り合っている。 4柱穴構造をもち、柱穴は径 l。 5～ 0。 2筋、深さ0。 35～

0。 4物 を測る。まえ、北壁立ち上り部は、0.22筋の高さを有する。中央に径 0。 5陶、深さ0。 15%の

焼土墳を検出し、炉4Lで ある可能性が強い。住居址の北西隅浄よび西側中央に、それぞれ 2本の溝

を有する土躾があり、何らかの構造物の存在が考えられる。すなわち北西隅のそれは、幅 0。 2籾、

長さ1.2脇、深さ0。 11物の東西方向の溝と、幅 0。 2物、長さ0.5物、深さ0.1%の濤で、 1.9物 ×

1.4物 の床面積を区画し、中に0.8筋 ×0.6物 の精円形土墳を深さ0。 25籾まで穿っている。土墳内

には若千の土器片以外、遺物は検出されなかった。西側のそれは、幅 0。 2物、長さ 1.0筋、終 0。 12

物の南濤を北海によって、 1.0物 Xl.6物 の床面積を区画し、同じく中に 0。 8物 XO。5"の楕円形

土墳を深さ0.3籾まで穿っている。土墳内から童の回縁部と高杯が検出された。両土矮とも、焼土

の痕跡等は認められなかった。しかしながら、その形状 。大きさからいつて、土墳墓とするのも納

得がいかず、貯蔵穴と理解するのが妥当と考える。土層を観察すると、土竣底部には、暗灰色土層

が堆積し、上層には往居4L廃絶時の上砂と同一の暗灰色土層が堆積していた。またこの住居址は、

建て替えの痕跡が認められず、これらの遺構が同時存在したことは、まず認めてよい。

つぎにこれらの 2濤 1対の濤をどう考えるかであるが、 4・・そらく割板を立て並べて、一定の壁面

を構成するものと理解する。とすると、それらの壁面は、貯蔵穴を内包する空間をつくりだすとと

もに、竪穴内の間仕切りを果すことにもなり、住居内の空間構成を考えるうえて興味深い。北西隅

の貯蔵穴を有する空間は、貯蔵穴の範囲を除hて も、なか床面積 2材を有し、一定の面積を限って、

土器を立て並べてかいたことも充分考えられる。そうすると、竪穴内の傍に置いてかくのと比べ、

破損する割合が極めて少なく、合理的である。また、貯蔵穴を2カ所に分けて設けたの吹 用途別

に使用したとも考えられる。一方これらを省いたその他の空間についてみると、柱穴かよび柱穴に

規制されるデッドスペースを除いても、北側に3筋 Xl.2物、西側に 3。 4物 Xl,2物、東側に2.2

筋×1,2物、南側に 2。 4物 Xl.4物、中央炉付近に3.2物 ×2.4物 の床面がみいだ蕊れる。 この

うち、南側については、そのやや東よりに排水濤と思われる濤が検出されたことから、出入口と考

えられる。なえ中央部については、炉を中心に暖をとる空間と考えられるのく これら以外の 3カ

所を、人が寝起 きする空間としてとらえることができる。北側では東西方向に、西側h・・よび東側セ

は、南北方向に身体を伸展しても、幅 1.2物 を有するところから、大入 2人が寝起きするのも可能

と考える。とくに西側などは、小柄な人間 (子供等 )な ら、縦列に寝場所をとることも不可能では

ない。そうすると、 1つの竪穴で、大人なら6人、子供を含めれば最大 8人が寝食を共にすること
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ができる。しかしこれは可能性の問題であり、実際には狭 く感じられ、子供を含めた 5～ 6人が適

数と思われる。時期的には、庄内式期れ布留式期と考えられる。

7号 。8号・ 9号往居址は、いずれも後世の削平がはなはだしく、また調査区域外に位置するこ

となど、検出状況は極めて劣悪である。 7号住居址は、 1辺 4筋厩k 8号住居址は 1辺 4。 8陶、 9

号住居址は 1辺 3。 8陶前後で、いずれも方形ブランを呈する。なか、 8号住居址は中央に炉址が検

出され、 9号住居ltLは建て替えが認められる。また 9号住居址の南東部 と。5物の所に、焼土墳が検

出されたが、他に対応する遺構が考えられず、屋外炉と思われる、遺物はいずれも土器細片て、時

期は決定し難いものの、 3号住居址等と相前後するものと考えられる。

その他の遺構として、調査区の南側から 1。 7糊 ×0。 7物の構円形グランをもつ土漿墓が検出され

た。深さは 0。 3物 て、遺物は検出されず、時期は不詳である。その他、数力所に土墳・落ち込み 4・・

よび多数の柱穴が検出された。

(Bl 遺 物 (図版第40～ 44)

(1)弥生時代の遺物

包含層から、畿内第平様式に属する土器片が出土 しているだけである。

(2)古墳時代の遺物

3号住居辻の貯蔵穴 1かよび床面から、布留式併行と考えられる高杯、壷口縁等が検出された。

その他、包含層から埴輪底部片や重が出土している。

(3平安時代の遺物 (図版第40～ 44)

この時期の遺物としては、土器類と木製品類がある。

土器類は、井戸・柱穴・包含層から検出されている。

井戸は、特に下層から良好な一括資料が検出されている。内訳は、墨書を有する土師器皿 2点、

黒色土器 A(完形に復するもの6点・底部片 2点・破片1転め 、燈明皿71サミ 羽釜 7点、土釜 8点

緑釉陶器 5点 (底部 4点 。口縁部 1点 )、 猿投窯系統の灰釉陶器 6～ 7点、把手付鍋の把手部 1点、

平瓦 4点、その他須恵器片多数である。 2点の墨書土器 (図版第40-6。 7)は、下層といっても

にとんど底に近いところから、同一個所で検出され、どちらもほほ完形に近い。うち 1点は、径 14

翻、高ミ2.5翻を測る。底部内面に 5行の墨書があり、それぞれ左から「 中央 (央 )土公水神王」

「 西方土公水4申王」
。
「 東方土公水神王」

。
「 南方土口水神王」・「 北方土公水神玉」とよめる。

なか「 南方云々」の行は、他の行とは逆方向に書かれている。そして回縁部内面に「 封」の文字を

横に12な らべて書き、それらの文字の上に 1条の墨書線をひいている。他の 1点は、径磁4高 さ
2,7翻を測り、先のものとほぼ同一の法量を示す。≦書は内面に 9文字みとめられ、底面中央から

口縁部にかけて、大きく「 天座大神王」、これと直角方向へ同じく底面から口縁部へかけて「 十二

神王」と書かれている。

これらの墨書土器が果してどういう意味合いをもつかであるが、藤沢一夫氏によると、井戸を新

しく構築した際に、水に住む神を祀ってその怒りを鎮め、井戸の水が枯れないように祈念する祭祀

に用いられたものとされ、日場五行説から導かれるものとされている。そして具体的には、 2つの

皿を合口にして組で結え、土器の中に「 天座神」
。
「 水神王 」などの神々を封じ込め、井戸に沈め
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たものと考えられている。

ただ、なぜ「 南方土口水神王 」が他と逆方向に記されているのか、よく解らない。単純に逆から

書いたとは考えがたいが、この井戸が住居 (群 )の南側に位置したために意識的にそ少したのか、

これを使用した人々の意識の中に「 南方土公水神王」に対する特別の考え方があったためにそう記

したのか、全 く不明である。いずれにしても、当時の人 の々生活意識の中に、神々の存在が生き生

きと映しだされるものである。因みに「土公神 」とは、土を掌る神で、春はカマドに、夏は門に、

秋は井戸に、冬は庭にあって、その場所を動かせばたたりがあるという。

さて、黒色土器 B類のうち底裏に「 中」の箆刻の字を有するものが 1点 (図版第42a)あ る。ま

え緑釉陶器の底部のうち3点は、糸切り底に高合を付したもの■ 須恵器の底部にも糸切り底が認

められるものがある。土器類以外に、土錘が 1点出上している。長さは3.0勁、中位径 1.1協、端部計

0.6翻をはかる。中央に径 3嗣の孔を穿っている。

上層から検出された土器類には、黒色土器 A2ヅ魚 B8点、瓦器 1点、燈明皿 7点、羽釜
'点

土釜 2サミ 猿投窯系統の灰釉陶器 3点の他、後世の流入と考えられる土師器片が若千ある。えだ上

記の他に、黒色土器 Bの手法・形態を有しながら、必ぶされていないと思われる灰梶色系統の土器

片が14点検出されてかり注意をひく。今後検討されねばならない課題である。

木製品類は下層から検出されてかり、曲物・櫛・斎串・棒状の一端が黒焦げた木片等がある。曲

物は、完形に復するものはなく、底板 と側板が本釘で打ちとめられている。底径17-断翻まで

数種類がみられ、破片で数十点ある。櫛はング製と考えられ、全て横櫛て実用的なものである。こ

れも完形に復するものはなく、形態的には、端部が直角に屈曲するものと、丸味をもって曲がるも

のがある。幅は12効位と考えられ、長さは 4翻前後のものが多い。破片数で20を数える。これらの

櫛は、 この時期の井戸にはしばしば発見されるものであり、先の黒書土器とともに、井戸の祭祀に

何らかの関連をもつものと思われ、興味深い。斎串は、幅 1。 2と4長 さ17。 lμて、先端が尖ってい

る。また自然遺物としては、マツカサやモモの種・ドングリ・ヒョクタンの実等が検出されている。(森田 )

Ⅱ.氷 室 塚 古 墳

1乳 氷室塚 占墳 の調査

高槻市氷室町二丁目571-8に あたり、小学名は塚後と称する。現状は宅地である。氷室塚古墳

は、今城塚古墳の南西約 100筋 に位置し、かなり以前から今城塚古墳の陪塚として知られて必た。

しかし、早 くから市街化されたため、周濠かよび墳丘規模箸についても、まつたく不明のななであ

る。このたび、古墳の東側の濠と権測される所にかいて、個人住宅を改築する目的で、土木工事等

に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は、調査地が周濠の跡と考えられる池であることもあつて、中央部に東西 2物、南北 3"の

トレンチを設け、重機て池底意て掘り下げた。層宇は盛土 (1。 6筋 )、 黒色砂質土属 (0。 4陶 )、

黄灰褐色粘土層 〔地山〕である。黒色砂質土層は池底の堆積土と考えられるが、埴輪類の遺物はま

ったく包含されていなかった。 (大船 )
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14. 氷室塚 占墳 の調査

高槻市氷室町二丁目91-1～ 3番地にあたり、小字名は塚後と称する。現状は宅地である。こ
のたび、氷室塚古墳の南東裾部にかいて、個人住宅を改築する目的で、土木工事等に伴う発掘届が

提出されたため、文化庁・府教委関係者とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は調査地中央部の南と北側に、 3物角の 卜■/ンテ2ケ所を設け、重機て耕土なで掘り下げ、

その後入力で遺構の検出にかかった。層序はFBr十 (0。 7物 )、 耕土 (0。 2")茶褐色粘質土層 〔地
山〕である。

耕上下にかいては、床土さえもなく、すぐに地山面に達するため、遺構 。遺物を検出することが

できなかった。以前にかこなった北側の周濠推定地とは、距離にして約20陶であったが、地山のツ

ベルは約 1筋 の差があり、一巡していな必ことから、南向きの前方後円墳であった可能性が考えら

れる。 (大船 )

Ⅲ.宮 田 遺 跡
15。 宮田遺跡の調査
高槻市宮田町三丁目87-1番 地にあたり、小字名は鎌木と称する。現状は宅地である。宮田遺跡

の南側に位置し、春日神社から南方 200陶にあえる。このたび、個人住宅を新築する目的で、土木

工事等に伴う発掘届が提出蓬れたため、文化庁・府教委とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

も,

■、  |

有 屯＼＼

r √、

轍ゝ」予
2 氷室塚古墳の調査位置図
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調査は中央部南寄りに 2陶角のトツンチを設けて実施した。層序は盛土 (0,7物 )、 耕土(0。 15

陶 )、 床土 (0。 1物 )、 黄褐色砂層 〔地山〕となり、遺構・遺物はなった く検出することができな

かった。地山面の高さは標高19.8"を測る。 (大船 )

■6.宮 田遺跡の調査

高槻市宮田町三丁目1-8番地にあたり、小字名は鎌木と称する。現状は宅地である。このたび、

個人住宅を改築する目的て、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者

とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は調査地の東西 2ケ所に、それぞれ 2解角のトレンチを設け、遺構・遺物の確認をかこなっ

た。西 トレンチの層序は、藤十 (0。 3物 )、 暗灰褐色砂質粘土層 (0。 4筋 )〔 包含層 〕、黄灰色粘

土層〔地山 〕となり、東 トレンチの層序は、耕土 (0。 3籾 )、 黄色粘土層 (0.03筋 )〔 床土 〕、暗

灰色砂質土層 (0。 4筋 )〔 包含層 〕、黄灰色粘土層 〔地山〕となる。地山の高さは標高20。 1筋を測

る。

遺構は、両 トレンチともなった く認められず、整地層と考えられる包含層から、中世
の土器片が

わずか 10数点出土 したのみである。西 トレンテから出上 した遺物は、磁器片 1、 瓦器椀片数点、土

師器皿片数点であり、東 トレンチから出上 した遺物は、土師器甕 1点、土師器皿数点である。いず

れ も細片であって、復元す ることができなかった。 (大船 )

主沈ジ

フ ＼̀
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宮田遺跡 の調査位置図
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Ⅳ。富 田 遺 跡
■7.富 田 遺 跡 の調 査
高槻市富田町四丁目2527番地にあたり、小字名は西 ノ回と称する。現状は宅地である。旧富田小

学校跡地一言に分布する富田遺跡は、小学校跡地に高槻市が公営住宅の建設を予定 した際、跡地が

普門寺の旧境内地であった ことから、昭和61年 8月 、寺跡の遺構確認を目的に発掘調査を実施し、

発見した ものである。遺構は弥生時代後期から江戸時代に至るさなざななものが、調査地全域から

検出され、南側一荷にも拡がつていることが十分考えられた。

このたび、小学校跡地南方20%の ところにないて、個人住宅を改築する目的で、土木工事箸に伴

う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者 とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は建物基礎 と残土の関係から、調査地の東西に 2物 ×2"の トレンテを 2ケ所設け、人力で

3・・こなった。層序は表土 (0。 1籾 )、 褐色土層 (0。 1")〔 包含層 〕、黄赤色粘土層 〔地山 〕である。

地山面の高さは標高138陶 を測る。

検出した遺構は、西 卜L/ン チでは幅 1。 0陶、深さ0.25物 の東西溝 と径015～ 0。 4%、 深さ 0。 1%

物の柱穴 3個があり、東 トレンチでは径 0。 25～ 0.5筋、深さ 0。 1～ 0.3"の柱穴 2個 と浅い落ち込

み 1ケ所がある。

出土遺物は、包含層から瓦器・土師器 須恵器・陶器・瓦の細片が若千出上 した他、各遺構から

も同じ種類の遺物が少量出土 している。これら出土遺物の多 くは、椀・皿・甕類の日用雑器である

が、その他に東西溝出土の鉄釘 2点 と包含層出上の須恵質土錘 1点がある。出土遺物の時期は、中

世のものを中心にして、江戸時代初期のものが若千含なれている。 (大船 )

■8. 富 田遺 跡 の調 査

高槻市富田町六丁目2767番 にあたり、小字名は西垣内町と称する。現状は宅地である。富田遺跡

の南側に位置 し、普門寺から南西方約 150物 の乙ころである。このたび、個人住宅を改築する目的

で、土木工事等に伴 う発掘届が提出されえため、文化庁・府教委等関係者 とも協議の多え、発掘調

査を実施した。

調査は中央部に南北 2"、 東西 4物の トレンチを設け、重機を使用して表土を掘り下げえ。層序

は表土 (0.1陶 )で、包含層などはなくその下はす ぐに黄褐色粘土層 〔地山 3になる。地山面の高

さは標高 13。 9物を測る。

検出した遺構は、径 0。 1～ 0。 6陶、深さ 0。 1～ 035脇 の大小の柱穴 10数個と幅 0。 3物、深さ0。 1

物、長さ 3籾の東西濤 1条がある。遺構の坦十は、黄茶視色～暗褐色土層で、少量の土器片が出土

した。出土遺物から見て、弥生時代後期から平安時代なでの柱穴が重複していると考えられるが、

それぞれの関連性については明確にし得なかった。

出土遺物は柱穴・濤の埋土からのものであって、小さな土器片が大部分である。弥生時代後期に

属する遺物は、他の時代のものに比べて多 く出土しており、タタキロを有する甕腹片・壺底部
。壷口

縁部片がある。古墳時代の遺物は、比較的大 きな柱穴から6世紀後半の須恵器杯片が数点出土 して

いる。なた、奈良時代の須恵器杯片 も、同じ大 きな柱穴から出土する。平安時代の遺物 としては、
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黒色土器細片が 2点程ある。表土層からは備前焼のスリ鉢片が出土したが、この時期に属する遺物

は他に見られない。

今回の調査の結果、富田遺跡の南限について、新たな知見を得た。すなわち、 これなで考えられ

ていた範囲がより南側へ拡がり、合地南端部になで及ぶことが明らかとなつた。 (大船 )

V。 大蔵司遺跡

■9。 大 蔵 司遺跡 の調査

高槻市大蔵司 2丁目202番地にろたり、小字名は二反田と称する。現状は水田である。このたび

住宅建設の目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議

のうえ発掘調査を実施した。

大蔵司遺跡は、史跡・嶋上郡衛跡の北方約 1肋のところにあり、芥川と真如寺サ||の間の微高地上に

立地している。この付近は以前から、道路建設や水源池建設などで若千の上器類が検出されていて、

何らかの遺構が存在するものと考えられていた。しかし、近年まで、本格的な発掘調査は行われず、

その実体は不男であった。ところが、昭和53年 4月、市道沿いで、発掘調査を実施したところ、弥

生時代～奈良時代に及ぶ集落遺跡が検出された。当該地はさきの調査区の北約 150物 に位置し、遺

跡の拡がりと遺構の状況を把握するため、調査をかこなった。

富田遺跡 の調査位置図
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① 遺 構 (図版第 45・ 46・ 91・ 92)

調査は、すでに盛土整地がなされてhたため、 2ケ所のトレンテを設定し、重機を使用してなこ

なった (区版第91)。 トツンチ I(2.5筋 X8糊 )の調査ては、古墳時代の包含層と中世の竪穴状
の落ち込みを検出した。落ち込みは、床上下で検出され、水田造成時に中世の遺構面は削平されて

いる。古墳時代の包含層は、旧地表下 0,4筋にあり、厚さ 0。 3～ 0.4物を有する良好なものである

が、遺物の包含層はさほど顔著でない。この包含層下では、若千の土器を含む茶灰色砂層の厚必堆

積を認めた。 卜■//チ E(1.5筋 X17"、 一部拡張 )は、 トレンチ Iの北10"の ところに設けた。
この 卜■/ンチでは古墳時代の包含層は認められず、中世包含層直下で、旧河道を検出している。中

世関係では、溝 1条と石積み井戸 1基を検出している。薄は、幅 0。 3物、深さ 0。 1物 を測り、南北

方向の走行を示している。井戸は、 トレンチのやや西寄りで検出されてかり、上辺は、前記の如 く、
水田造成時に削乎されている。現存する法量は、掘り方径 1,7筋、上端内径 1.2物、底径0.65筋、

深さ1,3物 を測る。石積みは、人頭大

`必
しそれよリーなわり大きい河原石を用い、平積みにして

築かれている。築 き方としては、あなり巧みとは云えず、上層の水田造成以前に、石積みの北側が

崩れ落ちたとみて、井戸底から石が数点検出されている。また一部の石材についても、ずれ込んだ

様子がうかがえた (図版第92の網点部 )。 時期は出土遺物からみて、 13世紀頃と考えられる。

lBl遺  物 (図版第46・ 47)

トレンテ Iの淡茶褐色砂質土層から須忘器 (杯蓋 1)、 土師器 (甕 2)が、茶灰色砂層から土師

~~~ 
Ⅲiヤ Iヤ 引  「■      夕/ ｀■■とチタ T・

挿図 5 大蔵司遺跡の調査位置図
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器 (杯 3)が出土している。杯蓋 1は天丼部の回転ヘラ削りが、日縁部近 くなで及んでかり、稜は

明瞭である。色調は灰白色。時期は 5世紀末む甕 2は丸底で、やや長胴形の体部に上方へ短 く立ち

ろがる口縁部を有する。外面は刷毛調整。内面の刷毛調整は粗 く、粘上の継目が看取てきる。胎土

は砂粒を多く含む。色調は茶協色。杯 3は、中央がやや凹んだ平底の底部に、斜め上方へひろがる

体部を有する。口緑部は内彎気味に薄くかわる。底部は厚 く0。 8翻を測り、鈍重な感じがする。内

外面ともナデ調整。胎土は精良。色調は褐色。なた、茶灰色砂礫層から、布留式の甕片が出土して

いる。その他、同層から高杯脚部片も検出している。つぎに、 トレ/チ Ⅱの茶灰色砂礫層から出土
した須恵器 (杯蓋 4)、 (杯身 5。 6)、 高杯 (7)、 土師器 (甕 8)についてみていくことにす

る。杯蓋 4は天丼部の形状、回転ヘラ削り、及び稜の鋭さからみて、先の杯蓋 1と 同様 5世紀後半

のものであろう。杯身 5・ 6も それらと組み合う時期のものである。高杯 7は無蓋のもので、杯部

に一条の櫛描波状文を施している。脚部は低 く一段の方形透穴がある。杯蓋と同時期であろう。甕

8は 口縁部を久いている。底部は平坦面をもち、体部は球形を呈す。内外面とも刷毛調整。胎土 r■

砂粒を多く含み、淡灰掘色である。その他、灰視色土層から東播産の須恵器 (片 口鉢 )が出土して

いる。端部は平坦面をもち、 12世紀頃のものであろう。なた、井戸から13世紀に比定できる瓦器椀

や土師皿が出上している。 (森田 )

20。 大 蔵司遺跡の調査

高槻市宮ノ川原 4丁目564-6に あたり、小字名は重前寺と称する。このたび個人住宅兼分譲往

宅建設の目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議の

うえ、発掘調査を実施した。当該地は大蔵司遺跡と宮ノ川原遺跡の中間―に位置し、今回遺跡の拡が

りを確認すべく、調査をかこなった。 トレンチは5.5"× 2.5筋 を設定し、重機で包含層を確認す
べ(掘 り下げた。層事は盛土 (0.9物 )、 旧耕土 (0。 2り、灰褐色砂礫層 (0。 08物 )、 淡茶灰色砂

礫層 (0。 2陶 )、 褐色粘質土層 (0。 1物 )、 緑灰色粘質土層 (0。 5物 )、 緑青灰色砂層 (0。 2物 )、

緑灰色粘土層 (0。 4筋 )、 緑青灰色砂礫層 ('o.4物 )、 青灰色粘質土層 (グ ライ層 )と なり、遺物

包含層や、遺構面を形成するような土層はみられず、砂礫層や粘質土層の互層である。以上のこと

から、本調査区かよびその周辺については、遺跡の拡がりは考えられず、無遺構地荷と思われる。

しかし、当該地の東50%で、弥生時代の方形周薄墓が、また西南 100"の ところでは、古墳時代の

包含層が確認されてA・・り、周辺についても、今後確認調査を充実させていきたいも (森田 )

Ⅳ.塚 脇 古 墳 群

2■ . 塚協8号墳の調査

高槻市塚脇一丁目2309番地にあたり、小字名は蔵塚と称する。塚脇の中心部に位置する唯徳寺の

すく
。
東側には、塚脇 8,号墳 (円墳 )〔 連塚 〕、塚脇 9号墳 (方墳 )〔 蔵塚〕、塚脇10号墳 (方墳 )

〔御女塚〕の検穴式石室を主体部とする3基の後期古墳が一群を形成していた。しかし、方墳であ

る 9・ 10号墳はすでに消滅してかり、円墳である8号墳のみが残されている。



このたび、 8号墳と北側で接する唯徳寺境内にないて、個人住宅を改築する目的て、土木工事等

に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協議のうえ、発掘調査を実施した。

調査は8号墳と接する調査地の東南隅に周濠を確認するためのトツンチを設けてかこなつた。層

序は、表土下 0.1筋 で黄褐色礫土層 〔地山 〕となり、遺構・遺物はなったく検出されず、調査地な

て古墳の範囲が拡がっていないことが確認された。 8号墳の規模は直径14″、高さ 2。 5物 と椎測さ

れる。地山面の高さは標高44.6物を浪1る。 (大船 )

阻.天 神 山 遺 跡

22.天 神山遺 跡 の調査

高槻市天神町 1丁 目10-86番地にあたり、小字名は天神山と称する。現状は、山林であるが、分

譲住宅建設の目的で、土木工事等に伴う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者とも協

議のうえ、発掘調査を実施した。

当該地は、天神山丘陵の東支脈の南寄りに位置し、北山天満宮の一部とその斜面にあたる。調査

は、斜面部に トレンチI(3η ×4η )を、そして、丘陵頂部にトレンチI(2靱 ×2η )を設定

してかこなった。 トレンチIを設けたところは、かつて造成がかこなわれたらしく、斜面の一部が

ヒナ段状を呈していた。調査の結果、旧斜面の一部を検出したのみで、遺構 遺物・包含層は認め

られなかった。 トレンチⅡの調査では、表土の腐蝕ELEを除去すると、黄裾色粘土層の地曲があら

われ、遺構は検出されなかった。ただ弥生時代中期 (畿内第Ⅲ～V様式期 )の壺の破片が若千出土

している。土器片のうち数点は河内産の壺片である。

天神山遺跡の東丘陵一帝はこれまでの調査で、昭和 53年 10月 に斡 古墳下層から弥生時代中期

の方///周溝墓 (畿内第Ⅱ様式期 )と土矮墓 (畿内第Ⅳ様式期 )を、また昭和54年 5月 には天満宮境

内から、同じく中期の方形周濤墓 (機内第Ⅱ様式期 )を検出してかり、中期の墓域であるこ≧が明

らかになっている。今回の調査地点に3・・いても、遺物の出土状況からみて、近 くの尾根上に周溝墓

カエあったものと考えられる。 (森田 )

llll.古曾部南遺跡

23。 占曾 部 南 遺 跡 の調査 (図 版 第 48・ 49・ 50。 93・ (光 )

高槻市吉曾部 2丁 目 170番地にあたり、小字名は樋ノ回、奈良ノ本と称する。現状は水田である

が、駐車場造成の目的て、土木工事等に伴 う発掘届が提出されたため、文化庁・府教委等関係者と

も協議のうえ、発掘調査を実施した。当該地は、以前から、須恵器片の散布地 として知られ、なえ、

遺跡の西 300%に は、 6世紀後半の前方後円墳である昼神車塚古墳を擁するところから、なず、予

定地全域にわたって遺構の確認調査をかこなった。調査は、 4解 ×5陶の 卜L/ン チを 8ケ所設け、

順次実施した。

トツンチ I

層序は図に示した通り、現水田の床上下 0。 7物の間は、砂層ないし、砂質土層の細かな堆積層が
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みられ、遺跡立地に適さない不安定な状況を示している。しかし、その下層の暗灰色土層ないし、

暗灰色粘質土層は、遺物を包含し、土層の状態をみても、比較的安定していえものと思われる。遺

構としては、最下層で、幅 1.6陶内外の南北方向の溝が 2本検出されている。遺物は、暗灰色粘質

土層から弥生式上器 (前期 ?)、 土師器 (海留式併行 )、 杭 (長 さ1。 15物 )、 用途不明の材木など

が検出され、暗灰色土層から須恵器、用途不明の材木などが検出されている。土師器 (甕 )は、体

部下半を久失しているものの、その形態からかかよその時期がうかがえる。体部外面は、風化が激

しく調整不明である。内面はヘラ削りの後、ナデ調整し、口縁部はヨコナデ調整している。色調は

暗灰褐色を呈し、泳らく水没していたような風化状況を示している。杯蓋 (?)2は 、図示 したよ

うに接合資料である。天丼部は全面にわたって、回転ヘラ削りがなされ、中央部につまみがつ く。

口縁部は、ややぶ くらみをもち、端部に浅必凹線が入る。天丼部と口縁部の境には稜があり、稜の

下に凹線がめ ぐり、上には段状の凹みがある。内面の調整は非常に丁寧である。その他、杯身 1生

高杯 3・ 甑 15な どの破片を検出している。須恵器はいずれも5世紀後半に比定できる。

卜■/ンテロ

地表下 1.5物なで掘り下げて調査した。 トレンテ Iて検出した暗灰色土層を認めたが、遺物は出

土しなかった。また地表下約 0。 7物のところで、小濤を検出したが、遺物はなく、中世以降のもの

と思われる。

トツ /チ Ⅲ

地表下 2解 まで掘り下げて調査 した。暗灰色土層下の暗青灰色砂質土層上で、産内式～布留式古

相にかけての土器片を検出したが、遺構はみられなかった、 トレンチ Iで も認められた灰色土層を

切 り込んだ薄が検出された。濤内から須恵器 (杯蓋・杯身 。器合・壷 )の破片が出土している。時

期としては 6世紀初頭～ 7世紀前半のものである。その仕、 7世紀後半頃の高合の付いた杯 も出土

している。

卜L/ン チⅣ

地表下 2物なで掘 り下げ調査した。暗灰色土層下に地山と考えられる緑青灰色砂礫層を検出した。

暗灰色土層から、脚部を失っている高杯 9を検出した。杯部中位に把手がつ くもので、内面全体に

自然釉がかかっている。 5世紀後半のものである。なた上層の青灰色砂層からは須恵器 (杯
。甕 )

や土師lllLな どが検出されている。甕は陶邑産 と考えられ るもので、縦方向の
ヘラあ/cり がある。

トレンチ平

3物ほど掘り下げるも、灰色ないし青灰色の砂層 A・・よび粘土層の互層であり、遺構
。遺物は検出

されなかった。

トレンチⅥ

地表下 2陶 まで掘り下げ調査した。上層部で、東側に傾斜する自然の落ち込みを検出しえのみで

遺構は検出されなかった。遺物としては、高杯・甕などの若千の須意器片のみである。 5世紀末～

6世紀初頭のものであろう。

トレンテⅦ

地表下 2。 5%ま で掘り下げ調査したが、青灰色の砂層と粘土層の互層で、遺構・遺物は検出され



なかった。

卜■/ンテⅧ

地表下 2物まで掘り下げ調査したが、青灰色の砂層 と淡褐色系の砂層 との整合な互層である。遺

構は検出されなかった。なか青灰色砂層から、靖 13が 1点 出土している。

以上、各 トレンテの調査を概観してきた。今回の試掘調査によって、古曾部南遺跡の南端がほほ

定なったと考えられる。すなわち、暗灰色土層の拡がりがみとめられた トレンテⅣ以北が遺跡の範

囲となろう。そして、 この上層からは、 6世紀後半の須恵器が目立って出上してかり、時期につ必

てもある程度限定して考えられるようである。なか、 トレンチⅢで検出した古式上師器に関連する

遺構は、いな少し西側にあるようである。また、暗灰色土層より上層の各層については、 2次堆積

と考えられ、そこから出上した各時代の遺物については、当該区より以北にあった遺跡地からの流

出品であるう。 (森田 )

Ⅸ.安 満 遺 跡
24.安 満遺 跡 の調査
高槻市八丁畷町に所在する安満遺跡は、昭和43年、京大農場東側での宅地造成工事に先立つ発掘

調査で、弥生時代前期の集落をめぐる2条の薄を発見し、その中心部が想定できることとなった。

これ以気 教次の範囲確認調査を実施、京大農場を含む範囲に弥生時代の集落が存在することが明

らかとなった。一方、檜尾川に近い高垣町周辺は、遺構の希薄なこともあって、開発が進むことと

なり、これまで、順次調査を実施してきた。その結果、弥生時代から中世に至る遺構
。遺物を検出

し、一部については調査報告書等て報告している。

今年度の調査結果を含めて、それ以後の成果について概要を報告したい。

ここで報告する調査地は挿図 5に示したとかり、高垣町に位置し、昭和52年以後の調査である。

I～ V区までの内、 I区 とVA区については、すでrc報告ずみのもので、以下各区毎に概略を記す。

1,E区 の調査

ω 遺 構 (図版第51・ 95)

基本的な層序は、耕土 (0。 1～ 0.2陶 )、 床土 (0。 05～ 0。 1材 )、 黄灰色土層〔地山 ]で ある。

遺構はⅡA区の南部分とⅡC区の東部分で建物跡や土躾墓などを検出した。 EB区は砂礫ましり

の幅色土や灰褐色土が複雑に堆積した上層で、遺構はなつたく発見されなかった。

口A区では建物跡と土墳墓、井戸を検出している。建物 1は、柱通 りがほぼ南北にあって、西側

に庇がつく。規模は南北 3間 (柱間 2。 2物 )×東西 1間 (柱間 2.0筋 )以上である。建物 2は南北

2間 (柱間 2。 3")× 東西 1間 (柱間 2。 0物 )く 建物 1と 重複するが、22環へ振っている。建物

8は建物 1と約 7物隔たった北側に位置し、東西 2間 (柱間 20陶 )X南北 2間 (柱間 2。 0物 )で、

約8°西に振る。建物 4は、建物 3と はほ同一方向で重複し、東西 2間 (柱間 1。 7物 )×南北 l間 (柱

間 l。 9物 )の規模である。また、井戸と土墳墓は建物 1と 2の西側で検出した。土矮墓 1は長さ1.1

胸、幅 0。 9物、深さ0,3解 を測り、墓墳内から骨片が出上している。井戸 1は直径0。 75陶、深さ1。 4

筋を測り、下部に曲物をすえ、その上に石組みしたものである。建物 3の西側にも素拓りの井戸 2

を検出している。規模は直径 l。 2物、深さ 0。 9陶である。土墳墓 2は建物 3の東北側にあって、長
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さ1.1物、幅 0.6物、深さ 0。 1物 く 形状は長方形を呈する。

ⅡC区ては建物跡と土矮墓を検出した。建物 5は東西 2間 (柱間 2.2η )×南北 1間 (柱間 2。 0

物 )である。土墳墓 3は不定形なもので、長さ2.2物、幅 1。 1"、 深さ0,6物 を測る。土墳墓 4は

直径 1。 5初、深さ 0。 5物、の桁円形である。土墳 5は長さ l。 6物、幅0。 65%、 深さ0.1物 を測る。

形状は長方形を呈する。この区は、これら遺構の西側には、なったく遺構らしきものを認められな

かったため、 EC区の東端からⅡB区にかけて建物群が拡がっていると考えられる。

(D 遺 物 (図版58。 61)

数は少ない力、 中国製磁器・緑釉陶器、瓦器、土師器等が出上している。

土墳墓 2か ら出土した土師器皿 (図版第58-1)は 口縁が屈曲し、底部を穿孔するものでHC末

頃のものである。井戸 l出上の上師器皿 (図版第58-2)、 厚手で屈曲の具合も強くHC中頃のも

のてあろう。柱穴からは受け皿状の上部に高台の付く土師器皿 (図版第58-3)と 中国製自磁皿

(図版第61b-5)が 出上している。自磁皿はⅧ-1-b類 に分類され、内面に花文が描かれてか

り、 12c代のものであろう。

他に、包含層から中国製白磁碗 (Ⅳ 類 )や四耳壼片、緑釉陶器が出土している。緑釉陶器は必ず

れも軟質の椀で、蛇の目高合と輪高合のがある。後者は底部を糸切りし、高合端部の内allに段がみ

られる。いわゆる滋賀県産のものである。その他、丹波焼の儒鉢 (図版第61a-1)や唐津焼の碗
などがある。

殺
(本棺墓 )

(局濤墓)



2.Ⅲ 区の調査

① 遺 構  (図版第52b。 53～ 55・ 97)

全体的な層序は、耕土 (0。 1～ 0。 2籾 )、 床土 (0。 1～ 0。 2筋 )、 暗橿色土 (0。 2～ 0.4材 )、

黄灰色砂質粘土 〔地山 〕である。地形的には B区の南からA区の中央にかけて谷状となる。

(1)古墳時代の遺構

吉墳時代の遺構 としては 3基の井戸状土墳をA区から検出している。土墳 とは直径 1.5物、土獲

2・ 3は直径 1物を測 り、t/hずれも深さ06～ 0,72で ある。土墳からは布留式期の壷・甕 。高杯 。

小形丸底重が出土 している。

(2)奈 良時代の遺構

奈良時代の遺構 としては、 A区の西と東で、 B区の北で掘立柱建物跡や井戸・土嬢墓を検出して
いる。 A区の西て検出した建物 l。 2は、柱通 りが約 12° 東へ振っている。建物 1は東西 5間 (柱

間 1。 65物 )×南北 8間 (柱間 1.6筋 )で、建物 2は東西 1間 (柱間 1.6筋 )× 南北 2間 (柱間 1.6

筋 )で ある。建物 2は建物 1の す ぐ西南にあって、多少むりがあるが、庇をもつものと思われる。

井戸 1は 3段に重ねた曲物て、建物 1の南に位置する。直径 0.8"、 深さ0.75物 を測る。土壊墓 1

は建物 1の 東で検出した。長さ 1.9陶、幅 0。 9物、深さ 0。 6"の 小判形を呈 している。さらに、建

物 1の北側には、約6。東に振る柱列がある。柱の間隔は不揃いであるが、 L字状に続く柵列 と考え

られる。

A区の東で検出 した井戸 2は直径約 3生 深さ約 1.6物を測 り、理十から人頭大の塊石が数個出

土 しているところから、石で組みあげた井戸であろう。埋土中からの遺物は須恵器や土師器の墨書

土器をはじめ、刀子状木製品が出土 している。

B区の北側では 3棟の掘註柱建物跡 と骨壷がある。建物 3は南北 3間 (柱間 1.4物 )× 東西 2間

(住間 1.9陶 )で、約65° 東へ振る。建物 4は建物 3と 同一方向にあって、東西 2間 (柱間 1.9")

×南】ヒ1間 (柱間 1。 5物 )である。建物 5は東西 2間 (柱間 1.6%)× 南北 1間 (柱間 1.9陶 )以

上で、東柱があるところから倉と考えられる。これらの内、建物 3・ 5の柱穴は一辺約 1.0物の方

形の掘 り方をもったもので、他の柱穴に比べて立派である。一方、建物 3の 南西約 5物のところで

正位置にある骨壷を検出した。骨はすでになく、掘り方や配石等の施設も確認できなかった。

13)平安時代以後の遺構

A区の東( B区の東、 c区からは多数の柱穴 と井戸・土墳墓を検出 した。柱穴内から出土する遺

物は瓦器が多数を占めるが、黒色土器 (A・ B類 )も あるところから、重複関係にある。また、建

物跡 として確認できるものは B区東部の地域のみである。

建物 101～ 104は 5° 東へ振れる建物である。建物 101は南北 3間 (柱間 2,0物 )× 東西 2間 (柱

間 1.5物 )、 建物 102は東西 2間 (柱間 1,8物 )× 南北 2間 (柱間 2。 0%)、 建物 103は東西 2間

(柱間 1。 4物 )× 南北 2間 (柱間 1。 3物 )、 建物 104は東西 2間 (柱間 2.0%)× 南北 1間以上で

ある。建物 105～ 107は 18°東へ振る建物 で、建物 105は栗西 2間 (柱間 4.0%)× 南北 2間 (柱

間 1.5陶 )、 建物 106は東西 2間 (柱間 1。 9物 )× 南北 2間 (柱間 1,4物 )、 建物 107は東西 2間

(柱間 1.9″ )× 南北 2間 (柱間 2。 0筋 )である。全体に小規模なものである。井戸は素掘 り、石
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組み 。曲物の 3種類がある。井戸 101は直径 2.2筋、深さ l。 7物、底の直径 1。 3物を測る円形のも

のである。元は石組井戸で、放棄後、瓦器羽釜を数個一括して投棄してあった。井戸 102は石組み

て、上面の直径 1.5陶、深さ1.4物 を測る。井戸 103は直径 1.5物、深さ 2.0陶、底の直径 0。 9物

を測る円形のもので、井戸枠はない。埋土から瓦器 (椀・羽釜 )、 須恵器 (鉢 )が出土している。

井戸 104は円形・素掘りのもので、直径 0。 9筋、深さ0.7物 を測る。井戸 105は A区東側にあって、

直径 2.2%の掘り方内に曲物をすえていた痕跡がある。婢十から黒色土器が出上しているδ 井戸

106は直径 2.4陶、深さ 1.0物 を測る円形のもので、元来、石組井戸である。井戸 107は直径 0。 8

%を測る円形・素掘りのものである。

土墳墓は殆んどが隅丸方形の小判形を呈している。埋土から出土する遺物は一部に黒色土器を検

出するが、全体的には瓦器片が出土する。土墳墓 101は長さ 1.4物、深さ 0。 1筋を測る。南半分は

検出できなかった。土壊墓 102は南北方向で長さ 1。 5物、幅 12物、深さJ.l筋、土竣墓 103は東

西方向で長さ 1.0物、幅0.85物、深さ0.3陶、土療墓 104は東西方向で長さ 1.0筋、幅 0.8物、深

さ0。 25陶、土墳墓 105は東西方向で長さ0。 85物、幅 0.6筋、深さ0,25仏 土羨墓 106は東西方向で、

長さ 0。 8η、幅 0.6陶、深さ0.3筋、土墳墓 107は東西方向で長さ 0。 9筋、幅 0。 6糊、深さ0,25陶、

土壊墓 108は東西方向で長さ l。 5筋、幅 1.1%、 深さ0。 35物、土墳墓 109は南北方向で長さ 1.3筋、

幅0.55筋、深さ0。 35物、土墳墓 HOは長さ0.9物、幅 0.6陶、深さ 0。 4物、土療墓 Hlは東西方向

で長さ0,95筋、幅 0.6物、深さ 0。 3物、土渡墓 H2は長さ 1.4陶、幅 0。 8初、深さ0。 15物を測る。

土墳墓 113～ 123は A区東部で重複しながら検出された。内部からは主として瓦器椀の破片が検

出される。土墳墓 113は長さ 1.8物、幅 1。 3%、 深さ0.3物、土墳墓 H4は長さ 1.8陶、幅 i。 0物、

深さ0.15糊、土壊墓 115は長さ1.4筋、幅 0.9陶、深さ 0。 2物、土竣墓 116は長さ l。 1筋、幅0.85

物、深さ 0。 2陶、土墳墓 117は土墳墓 H5の下部にあって幅 0。 7筋、深さ 0。 1解、土墳墓 118は土

墳墓 116の 下部にあって幅 0。 6陶、深さ 0.1物、土墳墓 ■9は土嬢墓 H5・ H6の下部にあって幅

l.0%、 深さ 0。 2%、 土墳墓 120は長さ0。 85物、幅0。 75陶、深さ 0。 1物、土漿墓 121は土塘墓 120

の下部にあって幅 0。 65陶、深さ0。 15陶、土竣墓 122は長さ1.0物、幅 0。 9"、 深さ0.3筋、土壊瑾

123は長さ 0。 9解、幅 0。 6陶、深さ0.2%、 土竣墓 124は C区の東部で、長さ 1。 7物、幅 1。 1初、

深さ0.2物、土竣墓 125は長さi。 15物、幅 0。 9筋、深さ 0。 2物、土壊墓 126は長さ 1.2陶、幅0.85

陶、深さ 0。 1物、土壊墓 127は幅l.05陶、深さ0.25糊、土墳墓 128は長さ1.25筋、幅 1。 05物、深さ

0。 2%、 土墳墓 129・ 130は重複し、それぞれ幅 0。5～ 0。 7Z、 深さ 0。 2物 を測る。その他、 A区

の東とc区の南て幅 0。 2～ 0.4筋、深さ 0。 1～ 0。 2陶 を測る。東西方向の濤とこれに直交する数条

の濤が検出されたが、いずれも中世以降のものである。

lBl 遺 物 (図版第58。 59。 60。 62・ 64)

弥生時代から中世に至る各時代の遺物が出上しているが、特に良好な状態で出土しているのは奈

良時代と中世のものである。

弥生時代の遺物としては第平様式後半の二重回縁の壷がある。器高撤効て、最大腹径が下位にあ

り、外面にググキロがのこる。

古墳時代の遺物としては、ⅢA区土竣 l～ 3か ら出土 した布留式上器があるが、必ずれも未整理
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である。遺構に伴わない力ヽ ⅢB区から須恵器 (甕・杯 。台付童の脚部 )(図版第58-5・ 6・ 7)が、

石製紡錘草 (図版第64b-2)が出上している。

奈良時代の遺物としては、主として井戸 2の下層から出戸しているものがある。土師器には杯・

皿・甕がある。杯 (図版第58-8～ H)は回径13～ 14翻、 器高 4～ 4.5物て底部未調整のもの

(a手法 )と底部のみヘラ削りするもの (b手法 )がある。皿 (図版第59-1.2)は 日径 15～ 16

釘(器高 3～ 3。 5てηて、杯同様外面をヘラ削りするものと未調整のものがある。後者は、内面に放

射状の暗文を施す。甕 (図版第59b-3。 4)は口径山切前後、器高 12～ほ勁で外面と口縁内面に刷

毛調整をねす。須恵器には杯・蓋 。高杯・鉢がある(区版第59-5～ H)。 杯は無高合のものと高

台のつくものとがある。無高台の杯 (5～ 7)は口径13～ 14黎 器高 4翻を測り、灰色て硬質のも

のと灰白色て軟質のものがある。高合のつくものには日径10,乾4器 高 4.5師の Bヽ形のもの (8)

と口径20箪 器高 6.2翻の大形のもの (9)があり、両者とも暗青灰色で硬質である。蓋は口径15

翻てしつかりした擬宝珠がつくもの (10)と 扁平なものがある。高杯 (11)は 口径26翻(器高l嗽

高台径H.勤で、脚内側に墨書をみとめる。以上出土 しているものの内、底や内側に墨書のあるも

のが 9点出上 している。上師器の杯に「 益田 」(2点 )と「 益 」(1点 )が、皿に「 阿」(1点 )

力、須恵器の杯に「 馬主」(1点 )と「 益田」(1点 )が、蓋に「 阿奴」(1点 )と「 阿奴兵 」

(1点 )が、高杯に岡 奴」(1点 )がそれぞれ墨書され、「 阿」と「 益田」は土師器・須恵器の両

者にもあって、同下の所有者を示しているものであろうと思われる。ⅢB区で出土した骨壼 (図版

第60-卜 2)は完形品である。蓋は口径13.駒を測り、扁平な擬宝珠がつき、短頸壼は口径 1位私

器高161ど4胴 径20。 2と盟を測り、 最大腹径はやや上位にある。蓋と短頸壷の肩部にかけて自然釉
がかかる良質なものである。

中世の遺物としては、瓦器・土師器。須恵器・中国製陶磁器などが出土しているが、一括資料と

して良好な丼戸 103出上のものを記す。

井戸 103の遺物はほぼ同一層位から出土していて、瓦器 (椀・羽釜 )、 土師器皿、須恵器鉢があ

る(区版第 60-3～ 7)。  瓦器の椀 (3。 4)は 回径 13。 5-14堅 器高 4.6～ 4,8翻て、外面に暗文
がなく、内面の暗文も粗いもので、楠棄型Ⅲ-2期のものである。羽釜は足がつくものとつかない

ものとがある。三足のつくものは感形の胴に日縁が内傾する(図版62a)。 足のつかないものは口

縁が直立ないし外反気味である(図版62a-1・ 2)。 この内、完形のもの (5)は 口径31働(器高
19.“翻、口縁外面に浅い凹線が入る。いずれも外面に煤が付く。土師器皿は大皿で口径13.笠独 器

高 2.4翻である。須恵器鉢は口径29。嗽 器高 11。 6翻を測り、口縁はわずかに丸味をもつ軟質で、

東播系のものである。

この他、緑釉椀の底部 。白磁碗 (Ⅳ・Ⅷ類 )・ 無文の青磁碗 。砥石 。延喜通宝 (2点 )な どが柱

穴から出上している。

3.Ⅳ 区の調査

基本的な層序は、耕土 (0。 1～ 0。 5)、 床土 (0,05筋 )、 以下灰色砂礫上層、黄灰色土層、青灰

色砂礫土層が数ttV単位で複雑に堆積している。全体的に檜尾川の旧流路と思われる。

① 遺 構 (図版第52a。 96)

-36-



調査区の東端でわずかに遺構をみとめる。検出した遺構は、濤・井戸・土鍍墓、その他柱穴であ

る。溝の東側には遺構はない。

溝 1は幅 0.5～ 0.1解、深さ約 0.2物を測り、やや西に曲りながら南へ伸びる濤である。埋土は

灰色砂礫で、瓦器、土師器、中国製陶磁器などが調査区のやや北寄 りで出上 して必る。

井戸 1は濤 1に 重複 して検出した。滞 lよ り新 しく、直径 1。 5"、 深さ l。 1物 を測る円形の井戸

である。婢十中から瓦器片が若千出土 しただけである。

土墳墓は 4基検出した。土墳墓 2～ 4が ほぼ等間隔に方向を一定にして並ぶ。いずれも瓦器、土

師器が出土 している。土墳墓 とは南北方向て、長さ 1.4物、幅 0.8物、深さ 0。 1物 を測る不定形な

ものである。土墳墓 2は長さ 1。 3物、幅 0.7物、深さ 0。 2物 を測る方形を呈する。土墳墓 3は長さ

1.6物、幅 0.6物、深さ 0.4物を測 り、小判形を呈する。土竣墓 4は長さ 1.3物、幅 0。 6物、深さ

0.05物 を測り、消ヽ判形を呈する。その他、土墳墓 4の北側に直径 0.6～ 0。 7物、深さ 0.3物の円形

を呈 したピットが数個あり、埋土から瓦器、土師器が出上 している。

柱穴は建物 としてのなとなりあるものがなかった。

lBl 遺 物  (図版第 60。 63)

溝 1か ら瓦器 (椀 )。 上師器 (皿・羽釜・甕 )。 中国製陶磁器などが出上 している。瓦器椀・土

師皿 (図版第 60-8～10)は宮田遺跡神社南地区出上のものと同時期で、楠棄型 I-2期 に相当す
る。中国製陶磁器は自磁碗で、 口。Ⅳ・ V類があり、全体の 1。 1%を 占める。土師器甕は、日縁が

くの字形に外反 し、外面に粗い刷毛目を施す。全面に煤がついている。羽釜は、口縁直下に下向き

のノパがっ くもの と、やや下方に水平なツパがつくものがある。

4.平 区の調査

① 遺 構  (図版第65～ 71・ 98)

基本的な層序は耕土、床上、黄褐色砂礫土層 (0.3～ 0.4%)、 黄褐色粘土層 (0。 1～ 0。 2物 )、

灰色粘土層 (0。 3～ 0。 5筋 )、 暗灰色粘土層 (0.2筋 )、 黄灰色砂質粘土層あるいは青灰色砂礫層

〔地山〕である。地山自体も旧檜尾川の氾濫によって形成されたものである。地山面は北から南へ

徐々に傾斜していく。

検出した遺構は、弥生時代中期の方形周濤墓 33基 と溝状遺構がある。作成した全然図は隣接する

以前の調査区をも加えているが、番号は今回の調査で検出した順位に従う。

1号周濤墓 東西 8.5物、薄幅 1.0物、深さ0.3物 測々る。南北長は不明である。周濤内西北隅
に不整形の落ち込みを検出したが、主体部かどうかは明らかでない。

2号周溝墓  1号周濤墓の西周濤を共有する。薄幅 2。 0物を、深さ0.3物を測り、昭和51年度調
査区の 2号周濤墓の東と南に検出した周濤につながると考えられる。推定規模は東西 6物、南北約

6物である。

3号周溝墓  1・ 2号周濤墓の南に位置 し、東北隅を検出 した。旧檜尾川にそって周溝内側が削

平されているが、薄幅 15～ 2.0陶、深さ 0。 3物を測る。周溝の濤底に棲 して畿内第 E～第Ⅲ様式
期の壷・水差 。甕が、溝底上約 0.2物遊離 して第 V様式期の甕が出上 した。

4号周滞墓 濤幅 0.6～ 1.0仏 深さ 0。 1～ 0.3筋 で 3号周濤墓の東周濤を共有する。東北隅は
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上層の砂礫層が地山を削っているため、明確でない。東西長 7.5物を測り、西北隅に長さ1.5陶、

幅 0.5物、深さ 0。 1"を測る土墳を検出した。主体部の一つであろう。

5号周溝墓 溝幅 0.9"、 深さ 0。 3物を測り、東南部のみ検出した。

6号周薄墓  5号周溝墓の東周濤を共有する。深さ 0。 1物の周濤は南周薄から東周濤へ続くが、

全部は検出てきなかった。北周濤は掘削されていない。

7号周滞墓 5号周溝墓の南にあって、溝幅 0。 5物、長さ 2。 0%の 南北溝とそれに直交するよう

に幅 0。 5筋の溝がみとめられた。

8号周溝墓 深さ 0。 2～ 0,4物 の周濤がめぐるが、西と南の隅部は陸橋部を形成する。規模は東

西 7.2物、南北 6.5筋 で、南周溝の滞底から 0。 2筋遊離 して第Ⅱ様式期の壷が出土している。

9号周溝墓 北東隅以外は調査区域外にある。濤幅 2。 0物、深さ 0。 5物を測り、東周濤の底から

第Ⅱ様式期の重が出土している

10号周薦墓 東西 4.5筋、南北 3.5%て、 8号周濤墓の南周濤端から幅 0。 5～ l。 0"、 深さ0.3

%の周濤がめぐる。

11号周溝墓 10号周溝墓の西周濤と接し、北西と南周溝は掘削されていない。規模は東西 3,7物、

南北 3.0%である。

12号周溝墓 東西 7.5"、 南北 5。 5物 で幅 1～ 1。 5物、深さ 0。 4～ 0。 5物の周濤がめぐる。西周

溝は13号周溝墓と溝を共有し、東周溝は14号周濤墓と接する。

13号周溝墓 12号周溝墓と薄を共有する。規模は東西 9.0陶、南北 7.0筋である。西周溝は幅約

3.04深 さ 0.2物、北周溝は幅 1.5筋、深さ0.5%を測る。北周濤の東北隅の外のりは12号周濤

墓の北西隅の外側から掘削されてかり、13号周濤墓が新しいものと考えられる。東周薄と12号周濤

墓との間は 2,0陶である。南周溝のやや東よりと南西隅の滞底に接して第Ⅱ様式期の壷が、西周濤

の内のりを削って第Ⅱ様式期の甕が出土している。

14号周溝墓 12号周溝墓と接し、東西 8。 5%、 南北 7.5物 の規模である。北周濤は幅 1。 4物、深

さo.4物、西周溝は12号周濤墓の東周溝 (幅約 2.8物、深さ 0.5陶 )を共有するが、新旧は不明で

ある。西周滞の南寄りの濤底で第Ⅱ様式期の壺が出土している。

15号周溝墓 12号周濤墓の北側て、幅 1。 5物、深さ0.4物 を測るL字形の周薄がめぐる。濤底は

わずかに高くなるため、 2つの薄が接しているのかもしれない。この周薄の東に長さ2.0物、幅0。8

仏 深さ1.5ηを測る長方形の上嫡墓を検出し為 周濤内側に位置するところから、主体部と考えられる。

16号周濤墓 東西 7.5幼、南北 5.5物 の規模て13号周薄墓の南に接する。東・西周溝は幅約 1.0

脇、深さ0,15～ 0。 25物を測る。南周濤は19号周濤墓の周滞に削られている。

17号周滞墓 12・ 14号周濤墓の南に位置し、南北 6物を測る。北周溝は幅約 2.0%、 深さ0.7物、

西・南周溝は 0。 6～ 1.0籾、深さ 0。 1～ 0。 15%を測る。

18号周薄墓 16号周濤墓の西に位置臥 他に比べて方向を異にする。周薄は幅約 2.0初、終 儀2

%を測り、東北部のみ検出した。

19号周濤墓 16・ 17号周濤墓を削って形成されている。規模は東西 9.5陶、南北 7。 0筋で、東・

北周溝の幅 2.0筋、西周濤の幅 3.0筋 を測る。



20号周濤墓 19号周溝墓の南周溝に接している。周滞は幅約 1.0物、深さ 0。 6物て、東北隅を検

出した。19号周溝墓より新しい。

21号周濤墓 規模は東西 9.5"、 南北 7～ 8籾である。西・北周濤の深さ0.5孵、東・南周溝の

深さ0.2陶、幅は共に2.0籾 を測る。

22号周濤墓 21号周溝墓の南西隅に接し、東北隅のみ検出した。北周濤は幅 3.3η、深さ0.3筋、

東周藩は幅約 1,0物、深さ0.3物 を測る。

23号周薄墓 21・ 22・ 24号周溝墓の溝を共有する。規模は東西 9.0陶、南北 6.5"て、東周濤は

幅約 2.5″、深さ 0。 3物 を沢1る。

24号周溝墓 23・ 26号周溝墓の濤を共有する。規模は東西 7.5物、南北 8.0物 く 北周溝鵬 1.0

物、深さ 0。 4筋を測る。

25号周溝墓 24号周溝墓の東南隅と接し、西北隅のみ検出した。北周溝は幅約 2.0物、深さ 0。 2

物を測り、西北鴨が開口し、32号周薄墓に続く。

25号周濤墓 24号周濤墓の東南隅と接し、西北隅のみ検出した。北周濤は幅約 2η、深さ0.7
協を測る

26号周濤墓  21。 24・ 27・ 28号周溝墓の濤を共有する。規模は東西 9″、南北 10靱く 北周濤は幅

2初、深ミ 0・ 4η～ 0.5叩 を測る。

27号周溝墓 26号周濤墓の濤を共有する。西周滞は幅 2.5"、 深さ0。 1翻～ 0.15初 を測 り、

濤底から第Ⅱ様式期の壺と甕が出土している。

28号周濤墓 26。 29号周濤墓の濤を共有する。規模は東西 6脇、南北 5陶で、東周濤は輻 1,3開

深さ 0。 2初、西周濤は輻 1.8盟・ 0。 4開、北周濤は幅 1.5初、深さ0,2翻 を測り、西北隅が開口し、

32号周濤墓に続く。

29号周濤墓 28号周薄墓の溝を共有し、南を古墳時代の濤 101に よって削られている。規模は東

西 5.0物 を測り、東周薄は幅 0.7～ 0.8籾、深さ0。 15物を測る。

30号周濤墓 29号周溝墓の溝を共有し、西南隅の期 した。南周濤は濤 101によって削られている。

31号 周濤墓 14号周溝墓と滞を共有する。南周薄は幅 0。 9筋、深さ 0。 2物て東西 7初以上を測る。

32号周濤墓 14号周濤墓の東南隅に接し、方向を具にする。規模は東西・南北とも約 5,0物を測

り、北周濤は幅約 l.0"、 深さ 0。 2物 を測る。主体部は中央にあって、長さ2.0物、幅 1.2物、深

さ0.2筋 で、方形のしっかりした掘り方をもつ。内部に木棺を収めたものと考えられる。

33号周薄墓 17号周濤墓の濤を共有 し、東西 。南北とも5物を測る。東周滞は幅 1.0%、 終 ∝2

物で21号周薄墓の西北隅に接しているようである。北西隅と南周溝の藩底に接し第Ⅱ様式期の甕が

出土している。

濤 101 26～ 30号周濤墓の間を北西から南西にかけて掘削 している。濤は幅 3.0初、深さ約 0。8

糊を測る。埋土は青灰色砂礫 (約 0。 3η )=上層、暗青灰色粘土 =下層て、上層と下層の境で布留

式上器とナスピ形木製品が出土 している。

lPl 遺 物  (図版第64b・ 72マ 32・ 98)

各周濤墓から出土 した土器は第Ⅱ様式期から第Ⅲ様式期にかけてのものである。復元しえたもの



はいずれも周濤より出土したもので、現在整理途中であるため、全てを掲載することができなかっ

た。以下周濤墓毎に記述する。

2号周薄墓 第Ⅱ様式の甕で、回径25切、器高鞍勁を測り、外面は刷毛調整を施す。外面全体に

煤がつく(図版第72-1)。

3号周濤墓 壷・甕・水差が出土している。壷は短頸のもの (図版第72-2)と長頸て日縁が開

くもの (図版第72-3・ 4、 図版第73-1・ 2。 3)がある。短頸のものは口径 9.5と4器 高480

を演1り 、外面下位をヘラ削りの後、頸部から胴部にかけて直線文を4帯、波状文を 1帝施す。口縁内

側に 3個の瘤状突起がある。長頸のものは器高60銘以上の大形のものから器高認印の小形のものな

であり、最も大きいもの (図版第72-3)は口径39釦ヽ器高61翻を測り、頸部の付根に 2条の貼り

付け突帝をめぐらす。口縁内側に 2個 2対の瘤状突起があり、日縁端下を波吠にする。頸部と胴部

に波状文を施す。底部は木葉痕が残り、第Ⅱ様式でも新しい段階に属する。また、 2条の凸帯のあ

るもの (図版第72-4)は口径29.陀牲器謀 5。 0翻 で、 頸部と胴部を刷毛て仕上げ、日縁内側と口

緑端外面17C細必波状文を施す。口径 89,0と私 器高 55,0効で 3条の凸帯のあるもの (図版第73-1)

も外面を刷毛で仕上げ、回縁内側と口縁外面に弧状文を施す。凸帯のない口径 24.0`4器高 36.0

翻の もの (図版第73-2)も外面刷毛仕上げをする。口径 19,OC4器 高32,0翻のもの (図版第73-

3)は、凸帯がなく、外面を用1毛仕上げのあと、頸部下位に直線文を、胴部上位に波状文を施す。

これらは底部に木棄痕がなく、第Ⅲ様式である。水差は 2点あって、復元可含ヒなものでは回径10,0

働(器高23.7ど仏 頸部の付根に把手がつく(図版第 73-4)。 頸部から胴部にかけて波状交と直

線文を交互に施す。第Ⅲ様式である。甕 (図版第74-1)は 口径14.敬 器高22.駒で、口縁が外

反し、端部に波状交を施す。外面と口縁内側を刷毛て仕上げる。外面に煤がつく。第Ⅳ様式である。

なか、周滞の上層から出土した第 V様式の甕 (図版第79-4)は口径 15。 0`糊、器高25。 0翻 を測る。

8号周濤墓 壺 。甕が出上している。壷は大形で回縁が開き、 3号周滞墓出上のものと類似する

ものと短頸のもの (図版第80a-1)が ある。甕は口径 15。 5翻、器高23.4ιηく外面を刷毛仕上げ、

底部に木棄痕ののこるもの (図版第74-2)が ある。いずれも第Ⅱ様式である。

9号周濤墓 月ヽ形の壺が出土 している。口径 4印、器高14.5翻て頸部からなっすぐのびる口縁が

つき、胴部上位に直線文を施すもの (図版第74-3)と 口径 10。敬 器高20。 7翻で口縁部がゆるく

外反するもの (図版第74-4)と がある。後者の底部は木葉痕がのこる。いずれも第Ⅱ様式である。

10号周蒔墓 甕の破片が若千出土している。ゆるく外反する日縁を有するもので、第Ⅱ様式に属
する。 (図版第80a-2)

13号周溝墓 壼・甕・高杯が出土している。壷 (図版第80b-1)は 口縁内側に瘤状突起があり、
外面を粗い刷毛仕上げののち、直線文を施す。甕は口径14,V独 器高23。 勁 で外面を刷毛で仕上げ、

日縁がゆるく外反するもの (図版第75-1)と 口径17.2翻、器高26翻で口縁が屈折気味に外反し、

口縁端外面に亥1目 を施すもの (図版第75-2)が ある。後者は周溝墓形成後のものかと思われ、第

Ⅲ様式に属 し、他は第 E様式である。高杯 (図版第75-3)は椀状の杯部に棒状の脚がつき、脚の

裾部は平坦である。口径13。駒 、器高10.駒で第Ⅱ様式である。

14号周薄墓 壷・高杯・鉢が出土 している。壼は第Ⅱ様式のもので、胴部に波状支と直線文を施
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す。高杯 (図版第75-5)は 椀状の杯部に中実の脚がつき、裾部は外反し、端部に刻目を施す。日

緑端部にも刻目を施している。日径20.勁、器高17.勘を測る。なた口縁が水平になるものも出土

している。鉢 (図版第75-4)は 回径16.拗、器高‖.勤で、回縁が外反し、底部に木棄痕がのこ

る。いずれも第Ⅱ様式である。

15号周薄墓 第 E様式の壼片が若土出土している(図版第 80b-2)。
16号周溝墓 第Ⅱ様式の小形甕が出上している(図版第 80b-3)。
17号周濤墓 壼・高杯が出上している。壷 (図版第76-1)は回径25.欧 器高仙勁を測り、長
頸で頸部と胴部に直線文を施す。胴部下位に37Lしている。第Ⅲ様式である。高杯 (図版第75-6)

は中空の脚部に口縁が水平に屈折する。外面はヘラミガキ、回縁端外面に亥1目 を施すもので、第Ⅱ

様式である。

19号周濤墓 壷・甕・蓋が出土している。甕は長頸のものと短頸のものとがあり、長類のものに
は第 E様式のものと第Ⅲ様式のものがある。第Ⅲ様式のもの (図版第76-2)は口径21.勁 、器高
35.llaで、頸部に直線史を、胴部上位に波状文を施すが、極めて稚拙な櫛描きである。底部に木棄

痕がのこる。第Ⅲ様式のもの (図版第77-1。 2)は口径 13。物 、器高26.0翻で、最大径が下位に

あり、頸部下位から胴部上位にかけて直線文を施す。第Ⅱ様式の短頸の壷 (図版第76-4)は 口縁
がくの字に外反し、外面を刷毛で仕上げる。蓋は口径H.働て端部に刻目のあるもの (図版第77-
3)と 日縁が久失するもの (図版第77-4)が ある。前者は第Ⅲ様式、後者は第Ⅱ様式で媒がつく。

甕ないずれも底部に木棄痕がのこり、煤がつく第E様式のもので、口径18.助、器高19.助を測る

もの (図版第77-5)と 口径13.幼、器高16.助を測るもの (図版第78-1)が ある。
20号周濤墓 無頸の壷が出土している。口径12.0翻、器高10.0何で、口縁に 1対の穿孔がある。
第Ⅱ様式である (区版第 78-2)。

21号周薦墓 壼 。甕・高杯が出土 している。壼は口径25.助、器高42。助 で、日縁内側に 3個一
対の層状突起がつくもの (図版第78-3)と 2個 2対の瘤状突起疹つくもの(図版第81b)と がある。

前者は頸部から胴部にかけて稚拙な波状文を施し、日縁内面は粗必刷毛で仕上げる。なた、壼X図
版第31b-1)に は稚拙な簾状文や竹管文を施す。甕 (図版第79-1)は口径13.M、 器高18。効 で、
底部に木葉痕がのこる。高杯 (図版第78-4)は 中実の脚に斜め方向にのびる杯部がつき、口縁は
ほぼ水平に届曲し、外面をヘラて丁寧にみがく。口径27。幼 、器高21.助を測る。いずれも第Ⅱ様

式である。

23号周濤墓 壷 。鉢が出上している。壷 (図版第82a-1)は 口縁内側を粗い刷毛で住上げ、底
部に木棄痕がのこる。鉢 (図版第78-5)は 日径 14。助 、器高 15。 0翻で底部から内彎気味に口縁な
でつづく。外面は丁寧なヘラミガキを施し、底部に木棄痕がのこる。いずれも第Ⅱ様式である。

24号周濤墓 第 E様式の壷 (図版第823~2。 3)と 甕が出土している。甕はいずれも煤がつき、
回縁が短く外反するもの (図版第79-2)と 口縁が少し長めに外反するもの (図版第79-3)があ
る。前者は日径 15,勁、器高21.lla、 後者は口径 15。助 、器高 17。助 を測る。

溝 101 布留式期の甕片 (図版第82b-1)と ナスピ形木製品 (図版第64b-3)が 出上した。
その他、濤 101上層から第V様式の土器や須恵器が出土している(区版第 82b)。 (橋本)
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X.ま と め

ま  と め

今年度は郡衛周辺遺跡の調査と併行して、郡衛関連遺跡についても、積極的に発掘調査をかこな

った。これなで郡行周辺遺跡の調査を通 して、弥生・古墳時代から郡衛成立に至る郡家集落の発展

過程を解明しようとしてきたわけであるが、今回からは、視点を拡大し、嶋上郡内に所在するすべ

ての遺跡を調査対象とした。すなわち、一定地域内にある各遺跡の変遷を相対的に評価することに

よって、なぜ148上郡行が郡家の地に成立するのかを明らかにしようとしたからである。以下ヽ今年

度の調査で得られた成果をもとに、少しまとめてみることにする。

郡家川西遺跡14-」 。N地区の調査ては、弥生時代から歴史時代にいえる遺構を検出した。当該

調査区は、郡家川西遺跡のなかでも西端部にあえると考えられ、発掘当初からその成果が期待され

ていた。弥生時代では後期の井戸と濤が検出され、従来考えられていた後期の遺跡の範囲を大きく

西へ拡大する結果となった。そして、井戸と濤は、いずれも集落と直接結びつく遺構であり、良好

な包含層の遺存と相倹って、今後の周辺地区の調査が期待される。吉墳時代の遺構としては、20基

の土墳があり、なかでも土墳 2・ 3か ら検出された須恵器は、 6世紀後半の時期細分にとって好資

料である。そのほか、伴出した多くの上錘についても、多様な生活状況がうかがえ興味をひく。各

土装は埋上の状態から、すべてを墓として速断すべきてはなく、その性格については、今後に残さ

れた課題である。当調査区で特筆すべきは、 7世紀中頃の掘立柱建物跡と倉庫跡を検出したことで

あろう。この時期の明確な遺構は、郡衛周辺地域では初見である。当調査区の南70%に ある白鳳時

代の芥サ|1廃寺との関連が充分考えられる。つぎに6-L地区の調査成果についてみると、調査区が

狭小にもかかわらず、床面積567を有する竪穴住居址を検出したのは幸運であった。当該地は、弥

生時代後期から古墳時代前期にかけて住居址が群在する地域の一画であるが、これほどの規模をも

つものは極めて少ない。なた、本文でも触れたように、住居4Lの外駐に接して検出された多くのピ

ットは、竪穴住居の壁構造を考えるとき、一つの資料となるであるう。昭和54年の 7-C・ G地区

の調査でも同様の遺構を検出している。

以上、郡衛周辺遺跡の調査の主なものについて述べたが、いな一つ注意を喚起してかくものがあ

る。それは、鳴上郡衛跡北側一帯の調査にないて、奈良時代～平安時代の包含層から、 しばしば埴

輪片が検出されることである。今年度も14-J・ N地区から埴輪が、また 6-L地区から金環が出

土している。かって、山陽道以南の地域で川西古墳群 (今年度も75-0地区で方墳を検出して嗚ω

を設定 したが、北側の地域ても、奈良時代以降、幾つかの古墳が削乎されている可能性がある。今

後、周辺地域の調査に際して、留意すべき点である。

なか、 7-C・ G地区、 6-J・ K・ N・ 0地区などの阿久刀神社周辺地域で、高槻市教育委員

会が過去にかこなった調査についてその概要を本書に併せ報告 した。なかでも、 7-C・ G地区の

弥生時代中期・後期、古墳時代前期の土器の一括資料、 6-JoK・ N・ 0地区の井戸から検出し

た墨書土器とその一括資料、 6-M・ N地区の奈良時代掘立柱建物群などみるべきものが多い。内

容については本文に詳 しい。
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つぎに大蔵司遺跡についてみてみる。大蔵司遺跡は芥川を介して、嶋上郡衛跡と対峙してかり、

また遺跡地の北辺に式内社神服神社を擁するなど、鳴上郡衛跡との共通要素も多い。今回は卜
L/ン

チ調査が主であり、特筆すべき事柄はあなりないが、昭和53年 4月 にかこなった緊急調査や昭和
55

年 6月 ～ 9月 に実施した府立芥川高校の事前調査て、弥生～中世にいたる数 の々資料が累積されて

かり、将来に期すべき重要な遺跡である。とくに府立芥川高校の調査て検出している多数
の律令祭

祀具は、その証左てあろう。

古曾部南遺跡では、調査の結果、 これなてかほろげに考えられていた遺跡の範囲が明確
になった。

調査地点での遺構は、 4世紀～ 5世紀にかけてのものが中心であるが、二次堆積土からは弥生時代

～奈良時代の上器が検出されてかり、遺跡の本体はもう少し北側にあると考えられる。すなわち天

神山丘陵と古曽部丘陵との谷間の微高地に立地するものと考えられる。とくに天神山丘陵上
には、

中将塚から昼神車塚なて一つの系譜てたどれる天神山吉墳群が所在している。この古墳群は古曾部

南遺跡の集落の首長墓群と考えることもてき、今後の調査如何によって、両遺跡の結びつきはより

鮮明なものになるであろう。

安満遺跡については、これまで幾多の調査がなこなわれてかり、興味ある事実が明らかにされて

いる。とくに今年度は、京大裳場東側の地域にないて数多くの周溝墓を検出したので、とりあえず

その概要を報告することにした。本市教育委員会では、安満遺跡の重要性に鑑み、継続的に発掘調

査を実施してきたが、遺跡の東部にあたる高垣町を中心とした地域での調査がとりわけ多か
った。

そこで、昭和51年度以降の当該地域での調査の概要を報告してなく。今後の調査
・研究に資すると

ころがあれば幸甚てある。

さて、今回検出した周濤墓群は33基を教え、この地区でのこれまでの調査例を加えると
50基をこ

えることになる。時期的には畿内第Ⅱ様式期から、第Ⅲ様式期にかけてのものである。平区の南西

150初の京大農場南東隅部では、昭和55年に第Π様式から第Ⅲ様式期にかけての周濤墓を検出して

かり、その間の未調査区域に周濤墓群の存在を想定するならば、優に 100基をこえること
になる。

しかも時期は第Ⅱ様式潮と第Ⅲ様式期に限定されてかり、この短期間にこれだけの周濤墓群を造営

するには、相当規模の集落が考えられなければならない。周濤墓のあり方は、薄を共有な
いし連接

しながら、一定の方向性をもって順次築かれた様子がうかがわれ、この時期の周滞墓群
の形態とし

ては普遍的なものと考えている。安満遺跡東部のこれなでの所見ては、中期後半になるとこの地区

ては周溝墓はつくられなくなり、墓域は遺跡西部へ移ると考えられる。昭和42年に遺跡西部で検出

した周薄墓 (墓域 )と 東部の周滞墓群 (墓域 )と は約 600物隔ってかり、その間は第 I様式期の環

濠集落を含む弥生時代の居住地域が拡がっていると考えられる。幸にも、この遺跡の本体
について

は開発が進んでからず、現在もなか遺構が良好な状態で保存されている。なか、昭和
55年 3月、遺

跡地の南辺部から、弥生時代前期の用水路と井堰が検出され、水田の位置を確認している。こ
のよ

うに、弥生時代の安満遺跡は、居往地域・墓域
。水田の3つの要素が判然としてかり、なかかつそ

の位置関係が判明している数少ない集落遺跡である。なして居住地域が完全に保存されていること

は、衛星都市高槻の今日の情況からみて、希有のことといわねばならない。安満遺跡を保存
するこ

とは、その学術的価値はもとより、貴重な文化遺産を後世に伝え残すことに他ならな
い。



高槻の古代遺跡の動向についてみるとき、芥川の西にある郡家川西遺跡と東にある安満遺跡は、

拠点集落として、つねに車の双輪の如き役割を果していることが、容易に理解されるであろう。郡

家川西遺跡については、その中心部が史跡 。嶋上郡衛跡・附寺跡として保存されてかり、郡衛周辺

遺跡については継続的に調査を実施してきた。しかし郡衛の成立 。発展について考える場合、関連

遺跡の調査がいかに重要であるかが認識されてきたように思う。今後の調査に期するところ大なる

ものがある。 (森日 )
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